
全国から 100 艇あまりが
参加して宮古湾で繰り広げられた
三陸シーカヤックマラソン大会

　みやこ
市議会だより
　みやこ
市議会だより
　みやこ
市議会だより

森・川・海 と ひと が共生するやすらぎのまち

24 年度決算 ・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 2P ～ 3P

意見書、請願、25 年度補正予算 ・・・・・・・・・ 4P ～ 5P

一般質問 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  6P ～ 19P

決算の審査・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 20P ～ 23P

議会リポート・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 24P ～ 25P

委員会リポート・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 26P ～ 27P

市民の声・復興のつち音・お知らせ・編集後記 ・ ・・・  28P
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９
月
定
例
会
は
９
月
10
日
か
ら
10
月
４
日
ま
で
開
か
れ
ま
し

た
。
提
出
さ
れ
た
案
件
は
、
平
成
24
年
度
の
一
般
会
計
、
各
特

別
会
計
及
び
企
業
会
計
決
算
の
認
定
を
は
じ
め
、
25
年
度
一
般

会
計
補
正
予
算
、
宮
古
市
子
ど
も
・
子
育
て
会
議
条
例
、
人
事

案
件
、
請
願
、
意
見
書
案
な
ど
50
件
の
議
案
審
議
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
24
年
度
の
一
般
会
計
、
各
特
別
会
計
、
企
業
会
計
な
ど

18
件
は
、
決
算
特
別
委
員
会
に
お
い
て
審
査
が
行
わ
れ
、
す
べ

て
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
平
成
24
年
度
の
一
般
会
計
の
歳

入
総
額
は
１
０
５
３
億
５
０
８

万
円
、
歳
出
総
額
が
９
８
０
億

８
７
０
６
万
円
で
し
た
。
こ
の

う
ち
震
災
対
応
分
は
歳
入
が

７
５
９
億
７
１
３
８
万
円
、
歳
出

が
６
９
５
億
１
１
７
０
万
円
で
し

た
。

　
一
般
会
計
と
国
民
健
康
保
険
事

業
、
介
護
保
険
事
業
な
ど
の
特
別

会
計
を
合
わ
せ
た
決
算
額
は
、

歳
入
が
１
２
１
８
億
８
１
８
２

万
円
、
歳
出
が
１
１
４
５
億

３
１
９
０
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
一
般
会
計
の
歳
入
は
前
年
度

に
対
し
４
８
４
億
２
３
６
万
円

（
85
・
１
%
）
の
増
額
と
な
り
ま

し
た
。
歳
入
総
額
に
自
主
財
源
が

占
め
る
割
合
を
示
す
自
主
財
源
比

率
は
13
・
７
%
で
、
前
年
度
の

15
・
４
％
を
１
・
７
％
下
回
り
ま

し
た
。

　
歳
出
総
額
は
９
８
０
億

８
７
０
６
万
円
で
前
年
度
に
対

し
４
７
２
億
５
９
０
５
万
円

（
93
％
）の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

　
24
年
度
に
取
り
組
ん
だ
主
な
事

業
は
震
災
関
連
基
金
積
立
金
、
災

害
廃
棄
物
処
理
、
市
営
住
宅
建
設

工
事
、
小
中
学
校
改
修
工
事
、
農

林
水
産
業
施
設
災
害
復
旧
な
ど
で

し
た
。

　
平
成
24
年
度
の
一
般
会
計
と
各

特
別
会
計
、
企
業
会
計
決
算
を
審

査
す
る
決
算
特
別
委
員
会
（
中
里

榮
輝
委
員
長
、
近
江
勝
定
副
委
員

長
）
は
、
議
長
を
除
く
全
員
で
構

成
さ
れ
ま
し
た
。

　
審
査
方
法
は
各
常
任
委
員
会
が

そ
れ
ぞ
れ
の
所
管
分
を
審
査
す
る

分
科
会
方
式
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

９
月
24
日
に
全
体
審
査
を
行
い
30

日
ま
で
そ
れ
ぞ
れ
の
分
科
会
に
お

い
て
慎
重
に
審
査
し
ま
し
た
。
10

月
２
日
に
は
市
長
出
席
の
も
と
総

括
質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
審
査
の
結
果
は
各
分
科
会
長
が

報
告
し
質
疑
が
行
わ
れ
、
一
般
会

計
、
特
別
会
計
、
企
業
会
計
と
も

全
会
一
致
で
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

（
※�

各
分
科
会
の
審
査
内
容
は
20

〜
24
頁
に
掲
載
し
ま
し
た
。）

平 成
24年度決

算
審
査
は
分
科
会
方
式
で
審
査

全
会
一
致
で
認
定

一
般
会
計
決
算
を
認
定

歳出総額９８０億円
前年度比93％増
災害廃棄物処理、
市営住宅建設工事などに
取り組む
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区分
年度

実質収支
比率　％

自主財源
比率　％

経常収支
比率　％

義務的経費
比率　％

投資的経費
比率　％

地方債現在高
比率　％

財 政 力
指　数

24年度 14.5 13.5 88.2 14.2 16.2 195.0 0.31

23年度 11.0 14.4 88.1 30.2 14.5 203.1 0.32

増　減 3.5 △ 0.9 0.1 △ 16.0 1.7 △ 8.1 △ 0.01

年度区分 平成24年度 平成23年度 増　　　減 増減率

予 算 現 額 (A) 137,226,554,374 83,714,187,462 53,512,366,912 63.9
支 出 済 額 (B) 98,087,064,135 50,828,010,990 47,259,053,145 93.0
翌年度繰越額 (C) 29,143,680,386 30,092,588,374 △ 948,907,988 △ 3.2
不 用 額 (A)―(B)―(C) 9,995,809,853 2,793,588,098 7,202,221,755 257.8
執 行 率 (B)/(A) 71.5 60.7 10.8 －

歳　　出
　一般会計歳出決算は、次のとおりです。� （単位：円、％）

■�

実
質
収
支
比
率
…
財
政
運
営
の
健
全
性
を

判
断
す
る
指
標
で
あ
り
、
標
準
財
政
規
模

（
標
準
的
な
一
般
財
源
の
規
模
）
に
対
す

る
実
質
収
支
の
割
合
で
示
さ
れ
る
。
３
％

か
ら
５
％
が
望
ま
し
い
と
考
え
ら
れ
て
い

る
。

■�

自
主
財
源
比
率
…
歳
入
総
額
に
対
す
る
自

主
財
源
（
市
税
、
使
用
料
、
手
数
料
等
）

の
割
合
で
、
自
前
で
調
達
で
き
る
自
主
財

源
が
ど
れ
く
ら
い
か
を
示
す
。
こ
の
数
値

が
大
き
い
ほ
ど
財
政
的
な
自
主
性
が
高

い
。

■�

経
常
収
支
比
率
…
財
政
構
造
の
弾
力
性
を

判
断
す
る
指
標
で
あ
り
、
比
率
が
低
い
ほ

ど
弾
力
性
が
大
き
い
こ
と
を
示
す
。
人
件

費
、
扶
助
費
、
公
債
費
等
の
義
務
的
性
格

の
経
常
的
に
支
出
す
る
経
費
に
、
市
税
、

地
方
交
付
税
、
地
方
譲
与
税
等
の
経
常
的

に
収
入
さ
れ
る
一
般
財
源
が
ど
れ
だ
け
充

当
さ
れ
て
い
る
か
を
示
す
。
75
％
～
80
％

が
妥
当
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
80
％
を
超

え
る
場
合
は
弾
力
性
を
失
い
つ
つ
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
。

■�

義
務
的
経
費
比
率
…
歳
出
総
額
に
対
す
る

人
件
費
、
扶
助
費
、
公
債
費
等
の
義
務
的

経
費
の
割
合
で
、
こ
の
比
率
が
低
い
ほ
ど

財
政
は
弾
力
性
が
あ
り
、
高
い
場
合
は
財

政
の
硬
直
化
を
表
し
て
い
る
。

■�

投
資
的
経
費
比
率
…
投
資
的
経
費
比
率

は
、
歳
出
の
う
ち
、
そ
の
効
果
が
資
本
形

成
に
向
け
ら
れ
、
施
設
等
が
ス
ト
ッ
ク
と

し
て
将
来
に
残
る
も
の
に
支
出
さ
れ
る
経

費
の
割
合
を
表
す
と
き
に
用
い
ら
れ
る
。

■�

地
方
債
現
在
高
比
率
…
地
方
債
現
在
高
の

標
準
財
政
規
模
（
標
準
的
な
一
般
財
源
の

規
模
）
に
対
す
る
比
率
で
、
今
後
返
済
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
地
方
債
の
残
高
が
標

準
財
政
規
模
に
対
し
て
ど
の
程
度
と
な
っ

て
い
る
か
を
示
す
。
こ
の
数
値
が
高
い
ほ

ど
将
来
の
公
債
費
負
担
は
重
く
な
る
。

■�

財
政
力
指
数
…
地
方
交
付
税
法
の
規
定
に

よ
り
算
出
し
た
基
準
財
政
収
入
額
を
基
準

財
政
需
要
額
で
除
し
た
数
値
の
過
去
３
年

間
の
平
均
値
を
い
い
、
自
治
体
の
財
政
力

を
判
断
す
る
場
合
に
用
い
ら
れ
る
指
数
で

あ
る
。
数
値
が
大
き
い
ほ
ど
財
政
力
が
強

い
（
自
主
財
源
に
余
裕
が
あ
る
）
と
さ
れ

て
い
る
。

9
月
定
例
会
で
決
ま
り
ま
し
た

財政状況（普通会計）
　普通会計における財政状況を判断するための指標となる財政指数などは、次表のとおりである。
　なお、普通会計とは国の定める地方財政統計上、統一的に用いられる会計区分であり、本市の普通会
計は、一般会計・墓地事業特別会計・川井地域バス事業特別会計で構成される。

公債費（4.1%）
4,028,170,539 円

民生費（8.4%）
8,248,349,822 円

衛生費（15.8%）
15,483,651,851 円

災害復旧費
（11.9%）
11,690,527,973 円

教育費（3.2%）
3,113,659,540 円

土木費（2.6%）
2,562,365,374 円

消防費（2.0%）
1,917,162,195 円

商工費（1.0%）
944,057,912 円

その他（1.8%）
1,869,276,439 円

総務費（49.2%）
48,229,842,490 円
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賛
否
の
論
点

教
育
民
生
常
任
委
員
会

委
員
長
報
告

「
不
採
択
と
す
べ
き
も
の
」

　
反
対
の
主
な
理
由
は
過
去
の
デ
フ

レ
時
に
お
け
る
過
払
い
分
の
年
金
額

是
正
は
イ
ン
フ
レ
時
に
物
価
ス
ラ
イ

ド
を
行
わ
な
い
こ
と
で
調
整
す
る
と

し
て
お
り
、
国
会
で
も
決
着
済
み

だ
。
消
費
税
増
税
も
行
わ
れ
る
中
で

年
金
削
減
は
不
利
益
不
遡
及
の
原
則

に
も
反
し
、
行
う
べ
き
で
は
な
い
。

　
国
連
の
委
員
会
か
ら
も
改
善
勧
告

の
出
て
い
る
劣
悪
な
最
低
年
金
額
の

改
善
こ
そ
必
要
で
あ
り
、
未
だ
に
そ

れ
も
改
善
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら

不
採
択
と
い
う
委
員
長
報
告
に
は
反

対
す
る
。

　賛
成
の
主
な
理
由
は
、
年
金
の
受
給

引
き
下
げ
中
止
を
求
め
る
趣
旨
と
年

金
削
減
に
伴
う
影
響
は
理
解
す
る
。

特
例
措
置
に
よ
り
累
計
で
７
億
円
の

過
剰
支
給
は
見
直
す
べ
き
で
あ
る
。

経
済
は
イ
ン
フ
レ
傾
向
に
向
か
っ
て

い
る
。
物
価
上
昇
に
合
わ
せ
て
ス
ラ

イ
ド
を
求
め
る
べ
き
だ
。
現
役
世
代

に
過
去
の
負
担
を
負
わ
せ
る
こ
と
に

な
る
の
で
、
一
日
も
早
く
将
来
の
制

度
の
確
立
を
求
め
る
こ
と
か
ら
、
不

採
択
と
す
る
と
し
た
委
員
長
報
告
に

賛
成
す
る
。

（
賛
成
者
）

高
屋
敷
　
吉
　
蔵�

加
　
藤
　
俊
　
郎

佐
々
木
　
　
　
勝�

長
　
門
　
孝
　
則

茂
　
市
　
敏
　
之�

須
賀
原
　
チ
エ
子

近
　
江
　
勝
　
定�

橋
　
本
　
久
　
夫

松
　
本
　
尚
　
美�

中
　
里
　
榮
　
輝

坂
　
下
　
正
　
明�

中
　
嶋
　
　
　
榮

伊
　
藤
　
　
　
清�

横
　
田
　
有
　
平

藤
　
原
　
光
　
昭�

工
　
藤
　
小
百
合

古
　
舘
　
章
　
秀�

内
　
舘
　
勝
　
則

佐
々
木
　
重
　
勝�

（
反
対
者
）

竹
　
花
　
邦
　
彦�

落
　
合
　
久
　
三

坂
　
本
　
悦
　
夫�

田
　
中
　
　
　
尚

髙
　
橋
　
秀
　
正�

﨑
　
尾
　
　
　
誠

北
　
村
　
　
　
進

経
済
常
任
委
員
会

委
員
長
報
告

「
原
案
可
決
す
べ
き
も
の
」

　
賃
金
引
上
げ
を
話
し
合
う
政
労
使

３
者
協
議
が
安
倍
内
閣
で
ス
タ
ー
ト

し
た
。
働
く
人
の
賃
金
条
件
は
労
働

基
準
法
に
定
め
の
と
お
り
労
働
時
間

の
対
価
だ
。
最
低
賃
金
は
全
国
一
律

で
は
な
い
。
同
一
労
働
、
同
一
賃
金

が
原
則
だ
。
政
労
使
で
賃
金
配
分
で

き
る
よ
う
経
団
連
の
意
向
で
決
ま
っ

て
い
る
。
意
見
書
と
し
て
馴
染
ま
な

い
。
意
見
書
と
し
て
あ
げ
る
も
の

は
、
現
在
、
や
っ
て
い
る
も
の
で
不

十
分
だ
か
ら
あ
げ
る
も
の
で
あ
る
。

現
状
と
し
て
、
非
正
規
職
員
が
増

え
て
お
り
、
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
ー
が

１
千
万
人
を
超
え
増
え
て
い
る
。
Ｏ

Ｅ
Ｃ
Ｄ
31
カ
国
の
中
で
日
本
の
賃
金

が
減
っ
て
お
り
、
15
年
間
デ
フ
レ
が

続
い
た
。
こ
れ
の
導
入
の
意
図
は
、

同
意
出
来
な
い
人
の
職
を
失
わ
せ
る

も
の
で
あ
り
、
採
択
と
す
る
と
し
た

委
員
長
報
告
に
反
対
す
る
。

　
な
し

（
賛
成
者
）

高
屋
敷
　
吉
　
蔵�

加
　
藤
　
俊
　
郎

佐
々
木
　
　
　
勝�

茂
　
市
　
敏
　
之

須
賀
原
　
チ
エ
子�

近
　
江
　
勝
　
定

橋
　
本
　
久
　
夫�

松
　
本
　
尚
　
美

中
　
里
　
榮
　
輝�

坂
　
下
　
正
　
明

中
　
嶋
　
　
　
榮�

伊
　
藤
　
　
　
清 

横
　
田
　
有
　
平�

藤
　
原
　
光
　
昭

工
　
藤
　
小
百
合�

髙
　
橋
　
秀
　
正

古
　
舘
　
章
　
秀�

内
　
舘
　
勝
　
則

佐
々
木
　
重
　
勝

（
反
対
者
）

竹
　
花
　
邦
　
彦�

長
　
門
　
孝
　
則 

落
　
合
　
久
　
三�

坂
　
本
　
悦
　
夫

田
　
中
　
　
　
尚�

﨑
　
尾
　
　
　
誠

北
　
村
　
　
　
進

　
諸
収
入
金
等
に
係
る
延

滞
金
の
割
合
を
引
き
下
げ

た
も
の
で
す
。

　
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

法
に
基
づ
き
、
宮
古
市
子

ど
も
・
子
育
て
会
議
を
設

置
す
る
も
の
で
す
。

　
行
政
財
産
と
し
て
管
理

区
分
を
見
直
し
す
る
た
め

の
も
の
で
す
。

【
請
願
第
14
号
　「
公
的

年
金
２
・
５
％
削
減
中
止

の
意
見
書
提
出
を
求
め
る

請
願
」
は
不
採
択
】

【
意
見
書
案
第
28
号
　「
若

い
世
代
が
安
心
し
て
就
労

で
き
る
環
境
等
の
整
備
を

求
め
る
意
見
書
」は
採
択
】

　
９
月
定
例
会
で
は
請
願
２
件
・
意
見
書
８
件
を
審
議
し
ま
し
た
。

　
請
願
２
件
は
、
教
育
民
生
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
、
採
択
が

１
件
、
不
採
択
が
１
件
と
な
り
ま
し
た
。
意
見
書
８
件
の
う
ち
、

議
員
提
出
の
意
見
書
４
件
は
委
員
会
に
付
託
、
委
員
会
提
出
の
意

見
書
４
件
は
本
会
議
で
審
議
さ
れ
、
全
て
可
決
し
ま
し
た
。

　
賛
否
の
論
点
と
な
っ
た
「
公
的
年
金
２
・
５
％
削
減
中
止
の
意

見
書
提
出
を
求
め
る
請
願
」
と
「
若
い
世
代
が
安
心
し
て
就
労
で

き
る
環
境
等
の
整
備
を
求
め
る
意
見
書
」
の
２
件
に
つ
い
て
、
反

対
、
賛
成
の
討
論
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
議
論
の
概
要
に
つ
い
て

掲
載
し
ま
す
。

反
　
対
　
討
　
論

田
中 

　
尚
　
議
員

賛
　
成
　
討
　
論

近
江 

勝
定
　
議
員

賛
　
成
　
討
　
論

反
　
対
　
討
　
論

落
合 

久
三
　
議
員

請
願
・
陳
情
・
意
見
書
の
審
議
結
果

可
決
さ
れ
た

条
　
　
例

諸
収
入
金
の
督
促
手
数
料

及
び
延
滞
金
の
徴
収
並

び
に
滞
納
処
分
に
関
す
る

一
部
を
改
正
す
る
条
例

宮
古
市
子
ど
も
・
子
育
て

会
議
条
例

宮
古
市
し
そ
塩
蔵
処
理

加
工
施
設
条
例
を
廃
止

す
る
条
例

意
見
書
・
請
願
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　平成25年度一般会計補正予算は既定の歳入歳出
それぞれ42億6560万円を追加し、予算総額は976
億4973万8千円となりました。
　主な歳入は漁場施設災害復旧費や前年度繰越金な
どの国庫負担金および地方交付税であります。
　主な歳出補正は下記のとおりとなっています。

区　分
会計別

支　出
計

補正前の額 補正額

⑴ 一 般 会 計 　 933億8413万円 42億6560万円 976億4973万円

⑵ 特 別 会 計

　 国民健康保険事業
83億6337万円 6687万円 84億3024万円

　 　　勘定特別会計

　 介護保険事業特別会計 61億6850万円 3909万円 62億  759万円

⑶ 企 業 会 計

　 水道事業会計 10億2135万円 894万円 10億3029万円

　 下水道事業会計 10億9848万円 289万円 11億  137万円

高浜・金浜地区復興団地工事費 2億 5,740 万円

漁港施設等災害復旧工事費 8億円

　　扶助費（災害弔慰金） 1,500 万円

老人福祉施設スプリンクラー施設費補助金 1,017 万円

保育士等処遇改善事業補助金 669 万円

石浜地区復興団地造成工事費 3,150 万円

大谷地踏切拡幅設計業務委託料 650 万円

丹敷踏切拡幅設計業務委託料 680 万円

宮古港開港400周年記念事業企画業務委託料 1,600 万円

防災行政無線施設屋外拡声子局工事費 2,710 万円

　　スクールバス購入費 1,520 万円

消防団屯所災害復旧工事実施設計委託料 940 万円

東日本大震災教育支援金 500 万円

今回補正の主な事業（一般会計）

平成25年度各会計別　９月補正の内容�

●�若い世代が安心して就労できる環境等の整
備を求める意見書

　（提出者　中嶋　榮 議員）
●�鳥獣・海獣被害防止対策の充実を求める意

見書
　（提出者　中嶋　榮 議員）
●�森林・林業・木材産業施策の積極的な展開

に関する意見書
　（提出者　内舘勝則 議員）
●�少人数学級の推進などの定数改善と義務教

育費国庫負担制度 2 分の１復元を図るた
めの2014年度政府予算に関する意見書

　（提出者　竹花邦彦 議員）
●�地方税財源の充実確保を求める意見書
　（�提出者　総務常任委員長　加藤俊郎）
● �JR 山田線宮古・釜石間の鉄路による早期

復旧及び鉄道の災害復旧に係る関係法令の
整備を求める意見書

　（�提出者　鉄道復興対策特別委員長　加藤俊
郎）

●�被災者の医療費窓口負担の免除継続を求め
る意見書
　（�提出者　教育民生常任会委員長　長門孝則）
　  提出先︰国関係
●�被災者の医療費窓口負担の免除継続を求め

る意見書
　（�提出者　教育民生常任会委員長　長門孝則）
　  提出先︰岩手県

採択送付
●�被災者の医療費窓口負担の免除継続を求め

る請願
　（�請願者　岩手県保険医協会　会長　箱石勝
見）

不採択
●�公的年金2.5%削減中止の意見書提出を求

める請願
　（�請願者　全日本年金者組合岩手県本部執行
委員長　小松原進／全日本年金者組合宮古
支部長　中村國雄）

可決した意見書

請願・陳情の結果

みんなの
請願・陳情・意見書

　
平
成
25
年
10
月
か
ら
平

成
26
年
３
月
ま
で
の
議
員

報
酬
を
５
％
減
額
す
る
も

の
で
す
。

市
議
会
の
議
員
報
酬

及
び
費
用
弁
償
等
に

関
す
る
一
部
を
改
正

す
る
条
例

一般会計・特別会計
５件補正予算を可決

防災集団移転促進事業や
漁港災害復旧費など43億8341万円を追加。

25
年
度
補
正
予
算
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北
村 

進 

議
員
（
新
風
ク
ラ
ブ
）
�
�
�
�
�
�
�
（
6
）

◎
教
育
課
題
に
つ
い
て

高
屋
敷 

吉
蔵 

議
員
（
尽
政
ク
ラ
ブ
）
���
�
（
7
）

◎
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
災
害
復
旧
に
つ
い
て

坂
本 

悦
夫 

議
員
（
新
風
ク
ラ
ブ
）
��
�
�
�
（
8
）

◎�

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
そ
の
地
域
の

　
経
済
効
果
と
雇
用
に
つ
い
て

中
嶋 

榮 

議
員
（
公
明
党
）
���
�
�
�
�
�
�
（
8
）

◎
災
害
時
要
援
護
者
の
避
難
対
策
に
つ
い
て

須
賀
原 

チ
エ
子 

議
員
（
ネ
ク
ス
ト
み
や
こ
）
�
�
�
（
9
）

◎
市
民
の
健
康
増
進
施
策
に
つ
い
て

長
門 

孝
則 

議
員
（
新
風
ク
ラ
ブ
）
��
�
�
�
（
10
）

◎
観
光
振
興
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て

工
藤 

小
百
合 

議
員
（
無
所
属
）
���
�
�
�
（
10
）

◎
鍬
ヶ
崎
地
区
の
活
性
化
と
利
便
性
に
つ
い
て

横
田 

有
平 

議
員
（
尽
政
ク
ラ
ブ
）
��
�
�
�
（
11
）

◎
市
の
財
政
見
通
し
に
つ
い
て

髙
橋 

秀
正 
議
員
（
復
興
を
考
え
る
会
）
���
（
12
）

◎�

災
害
公
営
住
宅
防
災
集
団
移
転
促
進
事
業
等
の

　
完
成
時
期
に
つ
い
て

落
合 

久
三 

議
員
（
日
本
共
産
党
）
��
�
�
�
（
12
）

◎�

災
害
公
営
住
宅
と
住
宅
建
築
の

　
ス
ピ
ー
ド
化
に
つ
い
て

内
舘 

勝
則 

議
員
（
新
風
ク
ラ
ブ
）
��
�
�
�
（
13
）

◎
定
住
自
立
圏
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

茂
市 

敏
之 

議
員
（
復
興
を
考
え
る
会
）
���
（
14
）

◎
人
口
減
少
対
策
に
つ
い
て

松
本 

尚
美 

議
員
（
一
新
会
）
��
�
�
�
�
�
（
14
）

◎
近
隣
自
治
体
と
の
連
携
強
化
を

田
中 

尚 

議
員
（
日
本
共
産
党
）
�
�
�
�
�
�
�
（
15
）

◎
閉
伊
川
水
門
に
つ
い
て

佐
々
木 

勝 

議
員
（
尽
政
ク
ラ
ブ
）
��
�
�
�
（
16
）

◎
地
産
地
消
推
進
計
画
に
つ
い
て

藤
原 

光
昭 

議
員
（
新
風
ク
ラ
ブ
）
��
�
�
�
（
16
）

◎�

国
道
３
４
０
号（
和
井
内
～
岩
泉
間
）の

　
整
備
促
進
に
つ
い
て

﨑
尾 

誠 

議
員
（
日
本
共
産
党
）
�
�
�
�
�
�
�
（
17
）

◎
被
災
者
支
援
に
つ
い
て

橋
本 

久
夫 

議
員
（
ネ
ク
ス
ト
み
や
こ
）
���
�
（
18
）

◎�

ス
ポ
ー
ツ
等
に
お
け
る
活
躍
に
対
す
る

　
顕
彰
に
つ
い
て

古
舘 

章
秀 

議
員
（
ネ
ク
ス
ト
み
や
こ
）
���
�
（
18
）

◎�

閉
伊
川
等
河
川
流
域
の
安
全
対
策
に
つ
い
て

竹
花 

邦
彦 

議
員
（
新
風
ク
ラ
ブ
）
��
�
�
�
（
19
）

◎
市
庁
舎
の
移
転
に
つ
い
て

教
育
の
最
優
先
課
題
は

何
か

未
来
を
創
造
し
て
い
く

生
き
る
力
だ

こ
こ
が
聞
き
た
い

市
政
を
問
う

一
般
質
問

質問答弁

元気に縄飛びする児童

北村 進 議員

一
般
質
問
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東
日
本
大
震
災
か
ら
２
年
半
経
つ
が
、

未
だ
被
災
し
た
野
球
場
な
ど
ス
ポ
ー
ツ
施

設
が
復
旧
さ
れ
て
い
な
い
。
市
民
は
不
便
を
し

て
い
る
。
公
共
施
設
を
復
旧
す
る
ま
で
は
体
育

施
設
は
整
備
す
べ
き
で
な
い
と
の
意
見
も
あ
る

が
、
そ
の
復
旧
が
遅
れ
て
い
る
現
在
、
で
き
る

事
か
ら
先
駆
け
て
復
旧
さ
せ
、
利
便
を
図
る
べ

き
と
思
う
が
市
長
は
ど
う
考
え
る
か
伺
う
。

佐
藤
教
育
部
長

復
旧
・
復
興
事
業
に
お
い
て
は
「
す
ま

い
と
暮
し
の
再
建
」
が
重
要
だ
が
、
市
民
が
集

い
皆
さ
ん
が
元
気
に
な
れ
る
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の

役
割
は
大
き
い
。
未
来
を
担
う
子
供
た
ち
の
運

動
環
境
の
再
建
は
重
要
だ
。

田
老
野
球
場
に
つ
い
て
は
、
第
二
線
堤
内
で

計
画
、
宮
古
運
動
公
園
に
つ
い
て
は
、
施
設
配

置
や
財
源
な
ど
に
課
題
が
あ
り
、
解
決
に
時
間

を
要
し
て
い
る
。
早
期
に
復
旧
の
方
向
性
を
示

し
た
い
。

■
防
潮
堤
壁
画
の
復
旧
は
ど
う
な
る
か

被
災
し
た
防
潮
堤
に
描
か
れ
て
い
た
壁

画
の
復
旧
に
つ
い
て
市
長
は
県
と
ど
ん
な

話
し
合
い
を
行
っ
た
の
か
、
第
二
線
堤
の
か
さ

上
げ
工
事
が
始
っ
て
お
り
、
壁
画
の
復
旧
を
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

山
本
市
長

壁
画
が
描
か
れ
て
い
る
第
一
線
堤
の
復

旧
岩
手
県
工
事
は
平
成
27
年
度
完
成
予
定
で
進

め
ら
れ
て
い
る
。
壁
画
が
描
か
れ
て
い
る
既
存

の
防
潮
堤
は
解
体
し
施
工
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

防
潮
堤
壁
画
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
イ
メ
ー
ジ

を
和
ら
げ
、
観
光
資
源
と
し
て
果
し
て
き
た
役

割
は
大
き
く
、
新
た
な
防
潮
堤
の
整
備
後
に
壁

画
の
在
り
方
を
検
討
す
る
。

■
墓
園
の
増
設
と
慰
霊
碑
の
建
立
を
望
む

宮
古
市
墓
園
は
利
便
や
環
境
の
良
い
素

晴
ら
し
い
霊
園
と
評
判
が
良
い
。
増
設
希

望
が
多
い
が
増
設
の
考
え
は
な
い
か
。
ま
た
遺

族
の
安
ら
ぎ
の
た
め
慰
霊
碑
を
建
立
し
て
は
ど

う
か
。熊

谷
市
民
生
活
部
長

現
在
地
で
の
区
画
増
設
を
考
え
る
。
慰

霊
碑
は
追
悼
式
で
市
民
が
一
堂
で
慰
霊
し
て
い

る
。

被
災
体
育
施
設
の

復
旧
を
急
げ

土
地
や
財
源
を
確
保
し

早
急
に
方
向
性
を
示
し
た
い

答

答

問

問

東
日
本
大
震
災
が
児
童
生
徒
の
心
に
与

え
た
影
響
は
大
き
い
。
児
童
生
徒
は
多
く

の
方
々
か
ら
物
心
両
面
に
わ
た
り
支
え
ら
れ
な

が
ら
く
ら
し
て
い
る
。
ヨ
ッ
ト
競
技
に
お
け
る

全
国
優
勝
・
準
優
勝
と
高
校
生
の
活
躍
が
市
民

を
元
気
づ
け
明
る
い
話
題
を
提
供
し
た
。
さ
ら

に
進
学
や
就
職
に
お
い
て
も
震
災
前
以
上
の
結

果
を
残
す
奮
闘
は
、
逆
境
を
は
ね
返
す
た
く
ま

し
さ
が
感
じ
ら
れ
る
。

一
方
、
阪
神
淡
路
大
震
災
に
見
ら
れ
た
子
ど

も
た
ち
の
心
の
問
題
は
、
３
年
目
頃
か
ら
問
題

が
表
面
化
し
て
き
た
と
言
わ
れ
、
教
訓
を
生
か

し
、
今
ま
で
以
上
に
心
の
ケ
ア
が
重
要
だ
。
以

下
の
点
に
つ
い
て
伺
う
。

①
教
育
の
最
優
先
課
題
は
何
か
。
②
震
災
が

与
え
た
児
童
生
徒
へ
の
影
響
。
③
地
域
・
家
庭

の
教
育
力
向
上
に
つ
い
て
。
④
小
中
学
校
適
正

配
置
計
画
の
進
捗
状
況
。
⑤「
読
書
ま
ち
み
や

こ
」が
求
め
る
姿
、
最
後
に
新
教
育
長
の
学
力

観
に
つ
い
て
伺
う
。

伊
藤
教
育
長

①
教
育
課
題
「
郷
土
を
愛
し
そ
の
復

興
、
発
展
を
支
え
る
人
材
の
育
成
」
と
捉
え
復

興
教
育
を
優
先
。
②「
心
と
体
の
健
康
観
察
」に

よ
る
と
ト
ラ
ウ
マ
反
応
の
総
数
は
減
少
、
マ
イ

ナ
ス
思
考
は
若
干
増
加
。
③
家
庭
教
育
学
級
や

各
種
講
座
で
家
庭
の
教
育
力
向
上
を
支
援
。
④

重
茂
地
区
の
小
学
校
統
合
は
、
地
区
懇
談
会
Ｐ

Ｔ
Ａ
説
明
会
チ
ラ
シ
の
全
戸
配
布
を
終
え
、
４

月
１
日
統
合
に
向
け
準
備
。
川
井
地
区
は
、
地

域
協
議
会
各
Ｐ
Ｔ
Ａ
及
び
６
つ
の
地
区
住
民
と

懇
談
、
説
明
と
意
見
交
換
を
重
ね
て
い
る
。
将

来
の
人
口
予
測
を
踏
ま
え
、
長
期
的
な
視
野
に

立
ち
教
育
環
境
改
善
と
効
果
の
向
上
に
配
慮
。

⑤
市
民
が
あ
ら
ゆ
る
機
会
や
場
所
で
、
自
主
的

に
読
書
活
動
を
行
う
姿
が
理
想
。
⑥
学
力
と
は

「
生
き
る
力
」
で
あ
り
、
そ
れ
を
支
え
る
の
は

「
確
か
な
学
力
」「
豊
か
な
人
間
性
」「
健
や
か

な
体
」
の
３
つ
で
、
東
日
本
大
震
災
津
波
を
乗

り
越
え
、未
来
を
創
造
し
て
い
く「
生
き
る
力
」

こ
そ
が
、
求
め
ら
れ
る
学
力
で
は
な
い
か
。

質問答弁

答 問

答

問

被災した田老野球場

高屋敷 吉蔵 議員

一
般
質
問

7

議
会
リ
ポ
ー
ト

委
員
会
リ
ポ
ー
ト
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新
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
の

「
雇
用
」と「
経
済
効
果
」を
問
う

新
ビ
ジ
ネ
ス
創
出
で

雇
用
確
保

日
本
で
は
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

普
及
を
目
的
と
し
て
、
２
０
１
２
年
７
月

か
ら
固
定
価
格
買
取
制
度
が
導
入
さ
れ
た
。
導

入
を
契
機
と
し
て
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普

及
は
急
速
に
進
ん
で
い
る
。
本
市
に
お
い
て

も
、
復
興
の
街
づ
く
り
を
構
想
す
る
う
え
で
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
、
ど
う
位
置
づ
け
る
か

と
い
う
こ
と
は
避
け
て
通
れ
な
い
テ
ー
マ
で
あ

る
。
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
が
単
な
る
エ

ネ
ル
ギ
ー
転
換
で
終
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
こ

と
が
地
域
に
お
金
を
落
と
し
地
域
の
雇
用
を
生

み
出
す
こ
と
を
目
標
に
し
て
取
り
組
ま
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
と
こ
ろ
が
本
市
の
取
組
み
は
必

ず
し
も
そ
う
な
っ
て
い
な
い
。
地
元
資
本
で
な

く
大
手
企
業
資
本
で
あ
る
。
な
ぜ
そ
う
な
の
か

理
由
を
伺
う
。

坂
下
総
務
企
画
部
長

こ
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
に
お

い
て
は
平
成
27
年
度
ま
で
に
運
用
を
開
始
す
る

こ
と
が
補
助
要
件
と
な
っ
て
お
り
、
復
興
の
ス

ピ
ー
ド
化
に
配
慮
し
た
。
今
年
度
着
手
す
る
太

陽
光
発
電
事
業
等
に
つ
い
て
は
大
手
企
業
に
よ

り
特
別
目
的
会
社
が
設
立
さ
れ
た
。
大
手
参
加

企
業
か
ら
は
、
地
域
に
根
差
し
た
事
業
展
開
を

図
り
た
い
と
の
意
向
が
示
さ
れ
て
い
る
。

も
と
も
と
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源

は
地
元
地
域
に
存
在
し
て
い
る
も
の
だ
。

そ
れ
を
地
域
住
民
が
主
体
と
な
っ
て
地
域
の
利

益
に
な
る
方
法
で
活
用
す
る
こ
と
が
最
も
理
に

か
な
っ
た
あ
り
方
で
あ
る
と
思
う
。
そ
の
事
が

地
域
の
新
た
な
活
性
化
と
復
興
再
生
に
つ
な
が

る
と
考
え
る
。
我
々
に
と
っ
て
重
要
な
こ
と

は
、
本
市
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
に
、

ど
の
よ
う
な
「
経
済
効
果
」
が
あ
る
の
か
「
雇

用
の
創
出
」
は
ど
う
な
の
か
の
関
係
で
あ
る
。

そ
の
こ
と
に
つ
い
て
伺
う
。

坂
下
総
務
企
画
部
長

経
済
効
果
に
つ
い
て
は
新
ビ
ジ
ネ
ス
の

創
出
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
で
資
金
が
地

域
内
で
循
環
す
る
経
済
効
果
が
あ
り
、
雇
用
に

つ
い
て
は
植
物
工
場
な
ど
新
ビ
ジ
ネ
ス
で
40
名

程
見
込
む
。

災
害
時
要
援
護
者
の

避
難
対
策
を
示
せ

避
難
支
援
関
係
者
へ

名
簿
を
提
供

質問答弁

答

答

問

問

質問答弁

工事が進む木質バイオマス施設

坂本 悦夫 議員

重要な役割りをもつ福祉避難所

中嶋 榮 議員

一
般
質
問
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東
日
本
大
震
災
か
ら
２
年
半
が
過
ぎ
た

が
市
民
の
健
康
状
態
は
ど
う
か
。

山
本
市
長

疾
病
の
発
症
や
持
病
の
悪
化
、
ス
ト
レ

ス
に
よ
る
心
の
健
康
不
安
・
肝
機
能
（
悪
玉
コ

レ
ス
テ
ロ
ー
ル
）
が
増
加
し
た
。

仮
設
住
民
入
居
者
の
健
康
状
態
は
ど
う

か
。70

歳
以
上
に
腰
痛
が
増
加
し
た
。
生
活

習
慣
病
や
生
活
不
活
発
の
予
防
の
た
め
に

体
組
成
計
や
骨
密
度
測
定
装
置
な
ど
を
活
用
し

保
健
指
導
に
努
め
る
。

タ
ラ
ソ
テ
ラ
ピ
ー
の
再
建
や
健
康
増
進

施
設
の
新
設
予
定
は
あ
る
か
。

姉
ヶ
崎
サ
ン
ス
ポ
ー
ツ
ラ
ン
ド
を
利
用

で
き
る
の
で
新
設
の
予
定
は
無
い
。

■
国
体
開
催
に
向
け
た
防
災
対
策
は

２
０
１
６
年
の
国
体
で
本
市
で
は
セ
ー

リ
ン
グ
と
レ
ス
リ
ン
グ
の
競
技
が
開
催
予

定
だ
が
安
全
対
策
は
万
全
か

佐
藤
教
育
部
長

セ
ー
リ
ン
グ
競
技
で
は
、
救
助
艇
・
役

員
艇
と
も
ト
ラ
ン
シ
ー
バ
ー
を
装
備
す
る
。
リ

ア
ス
ハ
ー
バ
ー
宮
古
（
磯
鶏
神
林
）
付
近
に
防

災
行
政
無
線
子
局
を
設
置
す
る
。

避
難
道
路
は
ど
う
な
る
か
。

防
潮
堤
を
自
動
車
で
乗
り
越
え
ら
れ
る

道
路
を
新
設
す
る
予
定
で
大
会
に
間
に
合

う
よ
う
に
整
備
す
る
。
神
林
の
稲
荷
神
社
の
山

に
駆
け
上
が
る
道
の
設
置
は
検
討
す
る
。

こ
れ
ま
で
に
経
験
の
な
い
ほ
ど
の
集
中

豪
雨
で
も
、
農
林
系
放
射
能
汚
染
物
の
焼

却
灰
が
流
失
す
る
危
険
は
な
い
か
。

熊
谷
市
民
生
活
部
長

適
切
な
維
持
管
理
の
も
と
で
は
流
失
す

る
危
険
は
な
い
。

タ
ラ
ソ
テ
ラ
ピ
ー
の

再
建
は

そ
の
予
定
は
な
い

①
災
害
対
策
基
本
法
が
改
正
さ
れ
た
が

名
簿
の
対
象
と
な
る
方
々
は
ど
の
よ
う
な

方
々
か
、
要
件
か
ら
漏
れ
た
方
の
対
応
は
ど
う

す
る
の
か
。②
名
簿
の
作
成
、利
用
に
つ
い
て
、

個
人
情
報
保
護
条
例
に
抵
触
す
場
合
が
あ
る
の

で
法
整
備
が
必
要
で
は
な
い
か
。
③
避
難
所
に

お
け
る
生
活
環
境
の
整
備
が
明
記
さ
れ
て
い
る

が
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
整
備
す
る
の
か
。
④

宮
古
市
で
福
祉
避
難
所
の
指
定
を
受
け
た
施
設

を
お
伺
い
す
る
。
⑤
ア
レ
ル
ギ
ー
に
留
意
し
た

非
常
食
や
紙
お
む
つ
、
生
理
用
品
等
に
つ
い
て

備
蓄
品
を
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
伺
う
。

山
本
市
長

①
名
簿
の
対
象
者
は
、
高
齢
者
、
障
が

い
者
、
外
国
人
、
妊
産
婦
、
乳
幼
児
の
方
々
で
、

要
件
に
該
当
し
な
い
方
に
つ
い
て
も
支
援
希
望

さ
れ
る
場
合
は
名
簿
に
掲
載
し
て
い
る
。

②
宮
古
市
個
人
情
報
保
護
条
例
第
５
条
の
規

定
で
、
外
部
提
供
を
禁
止
し
て
い
る
が
、
例
外

と
し
て
、
個
人
情
報
保
護
審
査
会
の
意
見
を
聞

い
た
上
で
公
益
上
の
理
由
が
あ
る
と
市
長
が
認

め
る
時
は
外
部
に
提
供
で
き
る
。

③
昨
年
、
地
域
防
災
計
画
を
修
正
し
、
外
部

か
ら
の
支
援
体
制
が
整
う
ま
で
三
日
間
を
対
応

す
る
よ
う
、
食
料
、
飲
料
水
、
毛
布
等
を
備
蓄
。

避
難
所
の
運
営
に
関
し
て
は
、
生
活
、
健
康
相

談
、
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
、
等
々
情
報
の
提
供
、
介

護
の
実
施
、保
健
衛
生
の
確
保
、安
全
の
確
保
、

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
確
保
等
、
今
後
避
難
所
運
営

マ
ニ
ュ
ア
ル
を
策
定
し
良
好
な
生
活
環
境
の
整

備
を
図
る
。

④
市
の
地
域
防
災
計
画
に
基
づ
き
、
宮
古
市

社
会
福
祉
協
議
会
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、

民
間
の
介
護
、
福
祉
団
体
と
協
定
を
締
結
し
、

16
箇
所
の
福
祉
避
難
所
を
設
置
し
て
い
る
。

⑤
ア
レ
ル
ギ
ー
に
留
意
し
た
白
米
の
ア
ル

フ
ァ
ー
米
、
紙
お
む
つ
、
生
理
用
品
等
に
つ
い

て
も
避
難
所
に
備
蓄
し
て
い
る
。
な
お
、
業
者

と
の
間
で
、
災
害
時
の
食
料
、
物
資
の
供
給
協

定
を
結
び
支
援
体
制
の
整
備
を
し
て
い
る
。

質問答弁

答

答答

答

答

問答 問

問問

問問

問

答

整備予定の神林地区防波堤

須賀原 チエ子 議員

一
般
質
問
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魹
ヶ
崎
へ
の
船
の
運
航
を

船
着
場
を
拡
張
し

体
験
型
観
光
に

鍬
ヶ
崎
地
区
の

活
性
化
と
利
便
性
は

魅
力
あ
る

ま
ち
づ
く
り
を
行
う

観
光
は
宮
古
市
の
基
幹
産
業
で
あ
り
、

経
済
的
波
及
効
果
は
大
き
く
、
観
光
振
興

を
ど
の
よ
う
に
進
め
、
力
を
入
れ
て
取
り
組
む

か
が
本
市
の
将
来
を
左
右
す
る
と
言
っ
て
も
過

言
で
は
な
い
。

①
浄
土
ヶ
浜
に
つ
い
て

車
両
の
乗
り
入
れ
の
規
制
解
除
と
駐
車
場
整

備
は
必
要
で
あ
り
、
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
前
の
ト
イ

レ
及
び
浄
土
ヶ
浜
入
口
の
市
道
の
拡
幅
は
、
い

つ
頃
に
な
る
の
か
。

②
月
山
に
つ
い
て

山
頂
ま
で
の
道
路
や
展
望
台
の
整
備
、
樹
木

の
伐
採
は
急
務
で
あ
る
。

③
魹
ヶ
崎
に
つ
い
て

姉
吉
か
ら
魹
ヶ
崎
灯
台
ま
で
の
遊
歩
道
や
船

着
場
を
整
備
し
、
海
か
ら
陸
を
眺
め
楽
し
む

コ
ー
ス
を
設
定
し
て
は
ど
う
か
。

山
本
市
長

①
浄
土
ヶ
浜
の
車
両
の
乗
り
入
れ
規
制

解
除
と
駐
車
場
整
備
を
環
境
省
に
求
め
て
き
た

が
難
し
い
。

レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
前
の
ト
イ
レ
整
備
は
検
討

し
、
浄
土
ヶ
浜
入
口
の
市
道
拡
幅
は
進
め
る
。

②
月
山
の
北
側
展
望
台
の
改
修
は
26
年
度
、

市
道
御
殿
山
線
は
27
、
28
年
度
で
整
備
す
る
。

③
魹
ヶ
崎
側
の
船
着
場
の
拡
張
も
含
め
て
、

体
験
型
観
光
で
の
利
用
に
つ
い
て
海
上
保
安
庁

と
協
議
す
る
。

■
公
営
企
業
の
会
計
制
度
見
直
し
は

地
方
公
営
企
業
の
会
計
制
度
が
見
直
し

さ
れ
、対
象
事
業
が
拡
大
す
る
。本
市
で
は

水
道
と
下
水
道
が
企
業
会
計
を
行
っ
て
い
る

が
、ど
の
事
業
が
新
た
に
適
用
に
な
る
の
か
。

今
後
、
企
業
的
も
の
の
考
え
方
や
複
雑
な
会

計
処
理
な
ど
変
わ
る
こ
と
か
ら
職
員
研
修
が
必

要
と
思
う
が
。

坂
下
総
務
企
画
部
長

新
た
に
市
場
・
農
業
集
落
排
水
・
漁
業

集
落
排
水
・
浄
化
槽
の
各
事
業
が
対
象
と
な

る
。今

後
は
企
業
的
な
経
営
感
覚
が
求
め
ら
れ
、

会
計
処
理
も
大
き
く
変
わ
る
こ
と
か
ら
職
員
の

研
修
、
意
識
改
革
を
進
め
て
い
く
。

質問答弁質問答弁

問

問

答

答

雄大な景色の魹ヶ崎

長門 孝則 議員

活性化が望まれる鍬ヶ崎地区

工藤 小百合 議員

一
般
質
問
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本
市
の
財
政
力
指
数
は
０
・
31
と
年
々

低
く
な
っ
て
い
る
他
、
景
気
低
迷
も
あ
り

不
納
欠
損
金
が
市
税
だ
け
で
も
３
千
８
０
０
万

円
を
越
え
て
い
る
。
ま
た
平
成
27
年
か
ら
合
併

に
よ
る
交
付
税
の
特
例
措
置
で
逓（
て
い
）
減
す
る

こ
と
で
厳
し
く
な
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

坂
下
総
務
企
画
部
長

平
成
24
年
度
は
市
税
収
入
も
安
定
し
て

る
。
ま
た
復
興
需
要
を
受
け
て
市
民
の
所
得
向

上
、
雇
用
状
況
の
改
善
も
想
定
さ
れ
る
。
但
し

平
成
27
年
に
地
方
交
付
税
の
合
併
算
定
替
え
の

終
了
に
よ
り
厳
し
く
な
る
こ
と
か
ら
算
定
方
法

の
見
直
し
を
市
長
会
を
通
じ
国
に
要
望
し
て
る

ほ
か
市
独
自
で
も
合
併
市
町
村
の
行
政
需
要
の

増
大
を
理
由
に
財
政
支
援
を
訴
え
て
い
る
。

■
重
茂
半
島
線
・
浦
ノ
沢
線
の
事
業
見
通
し
は

県
で
は
復
興
関
連
道
と
し
て
ル
ー
ト
変

更
を
し
、
整
備
す
る
と
し
て
い
た
が
槌
音

が
聞
こ
え
な
い
と
心
配
で
あ
る
。
事
業
着
工
の

見
通
し
を
伺
う
。
ま
た
浦
ノ
沢
線
の
う
ち
音

部
・
里
地
区
の
復
旧
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か

伺
う
。

髙
峯
都
市
整
備
部
長

復
興
関
連
道
路
と
位
置
づ
け
復
興
交
付

金
事
業
に
よ
り
計
画
中
で
現
在
用
地
測
量
、
立

会
い
作
業
を
し
て
お
り
、
今
後
は
補
償
調
査
、

関
係
機
関
と
の
協
議
等
を
順
次
行
い
工
事
着
工

し
平
成
30
年
の
完
成
を
め
ざ
し
て
い
る
。
閉
伊

崎
線
の
音
部
里
地
区
道
路
に
つ
い
て
は
今
議
会

に
調
査
費
を
計
上
し
て
い
る
。

■
耕
作
放
棄
地
解
消
で
６
次
産
業
を

群
馬
県
前
橋
市
で
は
さ
つ
ま
い
も
研
究

会
を
立
ち
上
げ
い
も
焼
酎
「
赤
城
の
恵
」

を
生
産
、
販
売
し
ブ
ラ
ン
ド
化
し
て
い
る
。
宮

古
市
の
状
況
は
ど
う
か
。

佐
藤
産
業
振
興
部
長

宮
古
市
の
放
棄
地
は
平
成
22
年
に
は

５
６
８
ha
で
あ
る
。
解
消
策
と
し
て
土
壌
改
良

に
市
独
自
で
も
助
成
し
て
る
。
６
次
産
業
化
に

つ
い
て
は
川
井
地
区
を
中
心
に
そ
ば
や
紫
蘇
を

生
産
販
売
し
て
い
て
拡
大
し
て
い
く
。

市
の
財
政
見
通
し
を
示
せ

当
面
安
定
化
の
見
込
み

鍬
ヶ
崎
は
土
地
区
画
整
理
事
業
に
よ

り
、
利
用
目
的
別
に
色
分
け
さ
れ
て
い

る
。
鍬
ヶ
崎
の
古
い
町
並
み
や
景
観
も
考
慮
し

た
新
し
い
町
づ
く
り
の
手
法
を
伺
う
。

①
道
の
駅
な
あ
ど
の
交
流
施
設
を
利
用
し
た

季
節
別
の
観
光
客
、
地
域
住
民
の
利
用
分
析
を

伺
う
。
②
鍬
ヶ
崎
を
盛
岡
手
づ
く
り
村
を
イ

メ
ー
ジ
し
た
町
づ
く
り
は
、
市
民
、
観
光
客
の

誘
客
に
ま
た
円
形
交
差
点
（
ラ
ウ
ン
ド
ア
バ
ウ

ト
）
と
共
に
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
資
源
と
思
う
が

伺
う
。

山
本
市
長

観
光
シ
ー
ズ
ン
の
７
、８
、９
月
が
最
も

多
く
、
次
い
で
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
の
大

型
連
休
の
５
月
、
紅
葉
時
期
の
10
月
が
多
い
。

来
客
者
の
14
％
が
鍬
ヶ
崎
地
区
。
①
ま
ち
づ
く

り
の
具
体
的
な
部
分
、
例
え
ば
街
路
や
植
栽
、

街
並
み
、
公
園
等
の
意
匠
な
ど
は
、
平
成
26
年

３
月
末
の
仮
換
地
指
定
の
期
日
を
目
標
に
、
そ

の
詳
細
を
検
討
す
る
。
②
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く

り
を
行
う
こ
と
が
、
市
民
の
定
住
促
進
と
観
光

客
の
誘
致
に
効
果
が
あ
る
。
鍬
ヶ
崎
地
区
に
居

宅
を
さ
れ
る
方
々
に
住
ん
で
よ
か
っ
た
と
心
か

ら
思
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
意
見
を
充
分
に

聞
き
、ま
ち
づ
く
り
の
具
体
的
な
検
討
を
す
る
。

■
鍬
ヶ
崎
公
民
館
整
備
の
計
画
は

鍬
ヶ
崎
公
民
館
は
昭
和
53
年
に
設
置
さ

れ
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
場
所
と
し
て

利
用
さ
れ
て
き
た
重
要
な
施
設
だ
が
、
東
日
本

大
震
災
に
よ
り
全
壊
し
た
。
①
施
設
整
備
は
原

型
復
旧
を
基
本
と
す
る
が
２
箇
所
を
集
約
す

る
。
地
区
住
民
に
充
分
に
説
明
さ
れ
た
の
か
伺

う
。
②
公
民
館
と
屯
所
の
複
合
施
設
と
し
て
計

画
・
検
討
し
た
経
緯
を
伺
う
。
③
避
難
所
機
能

は
充
実
し
た
の
か
。

佐
藤
教
育
部
長

①
今
後
、
鍬
ヶ
崎
地
区
の
住
民
の
皆
さ

ん
の
協
議
の
場
を
設
け
、
意
見
要
望
を
伺
い
検

討
す
る
。
②
「
被
災
公
共
施
設
再
配
置
方
針
」

に
基
づ
き
協
議
す
る
と
共
に
個
別
の
施
設
配
置

で
整
備
す
る
。
③
緊
急
時
の
情
報
に
防
災
行
政

無
線
の
戸
別
受
信
機
を
配
備
す
る
。

質問答弁

答

答

答

問

問

問

問

問

答

答

復旧が急がれる浦ノ沢線

横田 有平 議員

一
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災
害
公
営
住
宅
等
の

推
捗
状
況
は

市
と
県
で
７
９
３
戸
の

整
備
を
進
め
る

住
宅
再
建
を

最
優
先
課
題
に

短
縮
を
は
か
る
よ
う

努
力
す
る

私
は
、
仮
設
住
宅
入
居
者
全
員
が
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
時
期
が
来
て
、
復
興
へ
の

始
ま
り
だ
と
思
う
。そ
こ
で
、災
害
公
営
住
宅
、

防
災
集
団
移
転
促
進
事
業
の
進
捗
状
況
に
つ
い

て
伺
う
。

山
本
市
長

現
在
市
と
県
で
７
９
３
戸
の
災
害
公
営

住
宅
の
整
備
を
進
め
て
い
る
。市
の
進
捗
は「
崎

山
地
区
」
10
月
工
事
着
手
。「
日
の
出
地
区
」

年
内
の
造
成
工
事
着
手
。「
黒
田
町
地
区
」「
和

見
町
地
区
」
12
月
工
事
着
手
。「
近
内
地
区
」

10
月
工
事
着
手
。「
西
ヶ
丘
地
区
」
10
月
工
事

着
手
。「
髙
浜
地
区
」
９
月
工
事
着
手
。「
赤
前

地
区
」
12
月
工
事
着
手
。「
重
茂
地
区
」
26
年

度
建
設
予
定
と
そ
れ
ぞ
れ
見
込
み
で
い
る
。
ま

た
県
施
工
の
整
備
は
、
本
町
、
西
町
、
八
木
沢
、

千
徳
、
津
軽
石
地
区
に
お
い
て
用
地
取
得
が
完

了
、
現
在
設
計
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
佐
原
、

磯
鶏
、
宮
町
地
区
で
は
、
民
間
事
業
者
が
建
設

を
行
い
、
完
成
後
に
こ
れ
を
県
が
買
い
取
る
方

式
を
採
用
、
10
月
に
募
集
す
る
。
防
災
集
団
移

転
促
進
事
業
の
進
捗
は
、
田
老
、
崎
山
、
髙
浜
・

金
浜
、
法
の
脇
、
赤
前
の
５
地
区
で
11
団
地
を

造
成
す
る
計
画
で
、
こ
の
内
、
田
老
地
区
は
、

現
在
立
木
の
伐
採
施
工
中
で
終
了
後
造
成
工
事

着
手
。
崎
山
地
区
は
、
間
も
な
く
工
事
完
了
。

髙
浜
・
金
浜
地
区
は
、11
月
用
地
取
得
完
了
し
、

年
内
造
成
工
事
着
手
。
法
の
脇
地
区
と
赤
前
地

区
の
う
ち
用
地
買
収
が
終
了
し
た
４
団
地
は
、

間
も
な
く
造
成
工
事
に
着
手
す
る
予
定
だ
。
赤

前
地
区
の
残
り
２
団
地
は
、
埋
蔵
文
化
財
調
査

と
伐
採
を
行
っ
て
お
り
、
年
内
造
成
工
事
発
注

の
予
定
。
各
造
成
宅
地
の
引
渡
は
、
本
年
11
月

に
崎
山
地
区
、
26
年
度
前
半
に
法
の
脇
地
区
と

赤
前
地
区
の
一
部
、26
年
度
後
半
に
は
、高
浜
・

金
浜
地
区
と
赤
前
地
区
の
残
り
、
27
年
度
後
半

に
田
老
乙
部
高
台
を
予
定
し
て
い
る
。
田
老
地

区
、
鍬
ヶ
崎
・
光
岸
地
地
区
で
施
工
し
て
い
る

土
地
区
画
整
理
事
業
は
、
両
地
区
と
も
今
年
度

末
仮
換
地
指
定
を
目
指
し
、
換
地
設
計
作
業
実

施
中
で
あ
る
。

質問答弁質問答弁

問答

赤前小校庭の仮設住宅

髙橋 秀正 議員

拡張予定の宮古魚市場

落合 久三 議員

一
般
質
問
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市
は
顕
著
な
人
口
減
少
、
超
高
齢
化
、

若
者
の
減
少
、
少
子
化
等
に
よ
り
地
域
力

が
低
下
し
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維
持
が
困
難
な

ど
、
過
疎
が
も
た
ら
す
様
々
な
弊
害
に
対
す
る

施
策
の
あ
り
方
が
課
題
だ
。
今
こ
そ
定
住
自
立

圏
構
想
へ
の
取
り
組
み
を
す
べ
き
だ
。

山
本
市
長

本
市
に
お
い
て
は
、
二
つ
の
合
併
に
よ

り
旧
宮
古
市
と
周
辺
町
村
が
一
つ
の
自
治
体
と

な
り
、
新
市
と
し
て
樹
立
し
た
新
市
建
設
計

画
・
基
本
計
画
や
新
た
な
総
合
計
画
を
地
域
の

共
生
ビ
ジ
ョ
ン
と
し
て
推
進
し
て
い
く
こ
と
が

第
一
と
考
え
て
い
る
。
現
段
階
で
の
取
り
組
み

は
検
討
し
て
い
な
い
。

■�

北
上
山
地
民
俗
資
料
館
小
国
分
館
の
一
般
公

開
を

北
上
山
地
民
俗
資
料
館
は
国
指
定
重
要

有
形
文
化
財
（
１
，５
４
３
点
）
を
中
核

と
し
た
全
国
有
数
の
展
示
資
料
点
数
を
誇
り
高

い
評
価
を
得
て
い
る
。
本
館
の
ほ
か
小
国
分
館

に
も
収
蔵
し
て
い
る
が
消
防
法
の
関
係
で
一
般

公
開
で
き
て
い
な
い
が
一
般
公
開
す
べ
き
施
策

を
講
ず
る
べ
き
と
考
え
る
。
今
後
の
事
業
展
開

に
は
人
員
配
置
の
再
考
が
必
要
で
あ
り
、
予
算

措
置
を
十
分
講
ず
る
べ
き
だ
。

佐
藤
教
育
部
長

資
料
館
の
常
設
展
示
と
併
せ
、
分
類
展

示
や
民
具
を
使
っ
た
体
験
学
習
な
ど
、
民
俗
資

料
を
多
角
的
に
活
用
し
理
解
を
深
め
て
も
ら
う

た
め
に
23
年
度
か
ら
準
備
を
進
め
て
き
た
。
来

年
度
か
ら
一
般
公
開
す
る
た
め
消
防
法
上
の
手

続
き
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
人
員
配

置
等
は
検
討
し
て
い
く
。

■�

林
業
を
担
う
若
手
確
保
育
成
の
た
め
「
林
業

大
学
校
」
誘
致
を

林
業
を
担
う
若
手
確
保
・
育
成
に
懸
念

を
持
っ
て
い
る
。
林
業
教
育
の
取
組
は
依

然
十
分
で
は
な
い
。
本
市
の
自
然
環
境
や
林
業

関
連
企
業
集
積
の
条
件
を
活
か
し
、本
市
に「
林

業
大
学
校
」
を
誘
致
で
き
な
い
か
。

佐
藤
産
業
振
興
部
長

提
言
の
林
業
大
学
校
の
誘
致
の
必
要
性

は
理
解
す
る
。
研
究
・
検
討
は
す
る
が
本
市
独

自
の
誘
致
は
難
し
い
。

定
住
自
立
圏
へ
の

取
り
組
み
を
進
め
よ

総
合
計
画
を
地
域
の

共
生
ビ
ジ
ョ
ン
で
推
進

災
害
公
営
住
宅
と
住
宅
建
設
の
希
望
数

は
。

山
本
市
長

災
害
公
営
住
宅
は
７
９
３
戸
の
希
望

で
、
住
宅
建
築
希
望
数
は
田
老
２
５
１
、
崎
山

６
、
鍬
ヶ
崎
１
２
３
、
髙
浜
金
浜
47
、
津
軽
石

12
、
赤
前
58
、
重
茂
26
、
計
５
２
３
戸
で
あ
る
。

県
の
災
害
公
営
住
宅
建
設
が
当
初
よ
り

遅
延
と
な
っ
た
原
因
は
何
か
。

地
権
者
と
の
価
格
交
渉
に
時
間
を
要
し

た
こ
と
、資
材
高
騰
で
設
計
変
更
に
時
間

を
要
し
た
、設
計
・
施
工
一
括
方
式
の
入
札
が

不
調
と
な
り
、直
接
建
設
方
式
に
切
り
か
え
た
、

な
ど
で
あ
る
。

建
築
の
ス
ピ
ー
ド
化
は
ど
う
す
れ
ば
い

い
か
。

設
計
で
は
、
基
本
設
計
と
実
施
設
計
を

併
せ
た
業
務
と
し
短
縮
を
図
る
。
田
老
、

鍬
ヶ
崎
の
区
画
整
理
地
区
内
で
は
来
年
３
月
の

仮
換
地
指
定
に
併
せ
、
地
権
者
に
事
前
承
諾
を

得
て
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
や
設
計
を
す
す
め
た

い
。

頭
の
痛
い
こ
と
は
建
築
単
価
が
高
い
こ

と
、
建
築
に
要
す
る
時
間
が
か
か
り
す
ぎ

る
こ
と
だ
が
。

設
計
単
価
が
１
年
で
約
２
割
程
度
上
昇

し
、
工
事
業
者
も
職
人
、
技
術
者
等
が
公

共
工
事
に
張
り
付
き
、
個
人
住
宅
建
設
期
間
に

影
響
が
生
じ
て
い
る
。「
地
域
型
復
興
住
宅
連

絡
協
議
会
」
な
ど
と
連
携
し
取
り
組
む
。

買
受
人
の
新
た
な
参
入
は

漁
協
と
連
携
し
検
討
す
る
。

買
受
人
の
役
割
は
重
要
で
、
ま
た
水
揚

量
の
多
い
サ
ケ
、
タ
ラ
、
サ
ン
マ
、
イ
カ

の
状
況
を
ふ
ま
え
、
買
受
人
の
新
た
な
参
入
を

促
す
こ
と
も
重
要
だ
と
思
う
が
。

佐
藤
産
業
振
興
部
長

買
受
人
は
平
成
19
年
度
93
人
、25
年
度

82
人
と
減
少
し
て
い
る
。魚
市
場
を
拡
張
す
る
こ

と
か
ら
も
適
正
な
買
受
人
の
参
入
を
卸
売
業
者

で
あ
る
宮
古
漁
協
と
連
携
し
、検
討
し
て
い
く
。

質問答弁

答

答

答

問

問

問

問

問

問問

問

問 答

答

答

答 答

答

内舘 勝則 議員

一般公開が待たれる
北上山地民俗資料館小国分館

一
般
質
問
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人
口
減
少
対
策
に
つ
い
て

結
婚
支
援
の
あ
り
方
を

研
究
す
る

近
隣
自
治
体
と

更
な
る
連
携
強
化
を

連
携
強
化
は

重
要
と
認
識
す
る

宮
古
市
の
人
口
減
少
が
激
し
い
。
20
年

後
の
出
生
数
は
年
間
１
５
０
人
程
度
と
推

計
さ
れ
る
大
変
な
事
態
だ
。
早
急
に
対
策
に
取

り
組
む
べ
き
だ
。
人
口
減
少
対
策
を
政
策
と
し

て
掲
げ
る
自
治
体
は
全
国
的
に
も
数
市
と
少
な

い
が
結
婚
支
援
、
子
育
て
支
援
、
産
業
振
興
、

定
住
化
促
進
を
し
て
い
る
。
宮
古
市
も
政
策
と

し
て
明
示
す
べ
き
だ
。

山
本
市
長

個
別
の
事
業
の
支
援
や
振
興
に
つ
と
め

る
。

結
婚
支
援
に
つ
い
て
伺
う
。
先
進
地
で

は
縁
結
び
事
業
、
出
合
い
創
出
事
業
、
結

婚
相
談
所
入
会
支
援
事
業
な
ど
を
行
っ
て
い

る
。
当
市
で
は
結
婚
支
援
に
つ
い
て
、
ま
っ
た

く
対
応
し
て
い
な
い
。
人
口
減
少
対
策
は
、
ま

ず
結
婚
か
ら
始
ま
る
。
結
婚
支
援
を
す
べ
き
と

思
う
が
。

山
本
市
長

定
住
促
進
に
係
る
施
策
推
進
の
基
本

的
な
考
え
方
を
見
直
す
予
定
と
し
て
お
り
、

そ
の
中
で
結
婚
支
援
の
あ
り
方
を
研
究
す
る
。

子
育
て
支
援
に
つ
い
て
伺
う
。
合
計
特

殊
出
生
率
改
善
の
た
め
、
２
児
以
上
の
出

産
の
時
、
お
祝
金
を
創
設
し
て
は
ど
う
か
。
又

昨
年
７
月
に
改
正
育
児
休
業
法
が
施
行
さ
れ

た
。
実
施
率
は
ど
う
な
の
か
。

山
本
市
長

出
産
祝
金
の
給
付
は
、
出
生
率
の
向
上

の
検
証
が
難
し
い
。
育
児
休
業
に
つ
い
て
は
、

周
知
し
て
い
る
が
、
実
施
率
は
公
表
さ
れ
て
い

な
い
。

■
産
業
振
興
策
の
考
え
は

産
業
を
振
興
し
収
入
を
安
定
さ
せ
な
け

れ
ば
子
供
を
生
み
育
て
ら
れ
な
い
。
私
は

震
災
後
の
中
小
企
業
の
諸
問
題
に
つ
い
て
質
問

を
重
ね
て
き
た
が
当
面
の
間
、
中
小
企
業
全
体

を
見
守
る
必
要
が
あ
る
と
感
じ
、
中
小
企
業
振

興
基
本
条
例
を
提
案
し
た
。
こ
の
条
例
制
定
に

対
す
る
市
当
局
の
考
え
を
伺
う
。

山
本
市
長

条
例
制
定
の
状
況
で
は
な
い
と
考
え
て

い
る
。
被
災
し
た
中
小
事
業
者
の
復
興
に
、
積

極
的
に
取
組
む
。

質問答弁質問答弁

問

問

問

問

答

答

答

答

茂市 敏之 議員

未来を担う子どもたち開発が進む住宅地の背後

松本 尚美 議員

一
般
質
問
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閉
伊
川
の
水
門
設
置
案
と
堤
防
か
さ
上

げ
案
と
の
比
較
は
適
正
、
か
つ
妥
当
と
考

え
て
い
る
の
か
。
災
害
査
定
時
に
県
の
水
門
案

以
外
に
選
択
の
余
地
し
か
な
い
状
況
で
の
判
断

で
は
な
か
っ
た
か
。

髙
峯
都
市
整
備
部
長

住
民
の
生
命
・
財
産
を
少
し
で
も
早
く

守
れ
る
の
は
ど
れ
か
で
判
断
し
て
お
り
、
水
門

案
は
適
正
・
妥
当
と
考
え
て
い
る
。

完
成
時
期
が
当
初
よ
り
遅
れ
て
い
る
。原

因
は
何
か
、水
門
見
直
し
を
提
言
す
べ
き
だ
。

耐
震
対
策
に
想
定
以
上
の
工
事
日
数
が

必
要
に
な
っ
た
と
聞
い
て
い
る
。
安
全
確

保
を
図
る
施
工
方
法
や
用
地
取
得
の
迅
速
化
等

に
よ
る
工
期
短
縮
を
要
望
す
る
。

県
は
計
画
策
定
時
に
管
理
河
川
内
の
土

砂
の
浚
渫
、
地
盤
沈
下
に
と
も
な
う
堤
防

か
さ
上
げ
に
言
及
し
て
い
た
、
進
捗
状
況
や
整

備
工
程
は
ど
う
か
。

河
口
部
の
浚
渫
は
水
門
工
事
と
合
わ
せ

て
実
施
す
る
。
水
門
上
流
部
は
堤
防
の
か

さ
上
げ
予
定
は
な
い
と
聞
い
て
い
る
。

住
民
へ
の
説
明
内
容
と
違
う
。
水
門
整

備
も
安
全
性
な
ど
に
問
題
が
あ
り
、
納
得

で
き
な
い
。

■
創
造
を
と
も
な
う
産
業
政
策
は
　
　
　
　

復
興
へ
創
造
を
と
も
な
う
産
業
政
策
の

具
体
化
が
課
題
と
考
え
る
。自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
活
用
し
た
事
業
計
画
や
第
１
次
産
業
の

振
興
を
核
に
６
次
産
業
化
の
計
画
策
定
状
況
は

ど
う
か
。

山
本
市
長

「
ス
マ
ー
ト
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
事
業
」
は

27
年
度
末
の
運
用
開
始
を
目
標
に
し
て
い
る
。

「
ブ
ル
ー
チ
ャ
レ
ン
ジ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
は
整

備
に
向
け
、
結
論
が
出
ず
、
粘
り
強
く
国
に
支

援
を
要
請
し
て
い
る
。
６
次
産
業
化
は
１
次
か

ら
３
次
産
業
の
複
合
型
産
業
の
概
念
で
あ
り
、

各
産
業
間
の
相
互
連
携
に
よ
る
６
次
産
業
化
は

具
体
的
施
策
と
し
て
取
組
む
べ
き
と
考
え
て
お

り
、
各
産
業
の
所
得
・
販
売
額
の
増
加
へ
、
積

極
的
に
取
り
組
む
。

閉
伊
川
水
門
の
見
直
し
を

生
命
等
を
早
く
守
れ
る

視
点
で
判
断

復
興
需
要
が
消
減
す
る
と
共
に
、
今
の

ま
ま
で
は
宮
古
丸
は
沈
む
。
構
想
力
と
、

将
来
を
見
通
し
た
施
策
が
見
え
な
い
。
二
度
に

わ
た
る
合
併
に
よ
っ
て
、
隣
接
す
る
市
が
増

え
、
震
災
後
悲
願
で
あ
っ
た
、
高
規
格
道
路
の

整
備
も
見
え
て
来
た
。
宮
古
市
が
生
き
残
っ
て

行
け
る
か
が
大
き
な
課
題
で
あ
る
が
、
宮
古
市

単
独
で
未
来
は
開
け
な
い
と
考
え
る
。
早
急
に

近
隣
自
治
体
強
化
と
連
携
強
化
と
行
政
の
枠
を

越
え
た
取
り
組
み
が
必
要
と
考
え
る
が
、
市
長

の
見
解
を
伺
う
。

山
本
市
長

県
都
盛
岡
と
は
国
道
１
０
６
号
が
結
ぶ

産
業
経
済
の
交
流
。
花
巻
、
遠
野
と
は
平
泉
と

三
陸
を
結
ぶ
、観
光
。三
陸
復
興
道
路
が
結
ぶ
、

仙
台
や
八
戸
と
は
物
流
な
ど
の
交
流
を
視
野

に
、
相
互
の
連
携
強
化
が
重
要
と
認
識
し
て
い

る
。
ハ
ー
ド
の
整
備
進
行
は
、
地
域
間
競
争
の

激
化
の
中
で
危
険
性
も
は
ら
ん
で
い
る
の
で
、

ソ
フ
ト
面
の
密
接
な
連
携
に
も
努
め
る
。

■
実
態
調
査
に
基
づ
く
豪
雨
対
策
を

津
波
被
災
に
対
す
る
復
旧
や
、
安
全
、

安
心
の
確
保
が
優
先
す
る
と
は
言
え
、
10

年
、
30
年
確
立
に
よ
る
大
雨
、
豪
雨
に
対
す
る

危
機
意
識
が
希
薄
で
あ
る
。
時
代
を
経
て
の

街
の
状
況
が
ど
の
様
に
変
化
し
て
来
て
い
る
の

か
、
ま
た
、
震
災
後
の
宅
地
造
成
や
、
道
路
整

備
で
環
境
が
ど
の
様
に
変
化
し
て
い
る
の
か
、

実
態
の
調
査
を
し
た
上
で
対
策
を
す
べ
き
だ
。

下
流
域
も
さ
る
事
な
が
ら
、
中
流
域
も
開
発
に

よ
る
リ
ス
ク
が
高
ま
っ
て
い
る
。
河
川
や
排
水

の
断
面
確
保
等
改
善
を
図
る
べ
き
だ
。

髙
峯
都
市
整
備
部
長

市
内
全
域
の
雨
水
計
画
策
定
は
、
広

大
な
面
積
と
膨
大
な
数
の
河
川
、
水
路
等
が
あ

り
、
相
当
の
期
間
が
必
要
で
あ
る
。
当
面
は
冠

水
履
歴
に
基
づ
き
、
緊
急
的
に
整
備
を
要
す
る

地
区
に
つ
い
て
、
総
合
計
画
の
中
で
順
次
対
策

を
講
ず
る
こ
と
が
得
策
で
あ
り
、
全
体
計
画
の

策
定
は
、
現
計
画
の
一
定
程
度
の
進
捗
が
図
ら

れ
た
後
に
検
討
す
る
。

質問答弁

答

答

答

答

問問

問

問問

問

問

答

答

田中 尚 議員

閉伊川左岸の仮締切工事現場

一
般
質
問
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地
産
地
消
推
進
計
画
は

公
表
さ
れ
た
か

平
成
26
年
度
の

策
定
に
向
け
取
り
組
む

和
井
内
～
岩
泉
間
の

早
期
改
良
を

整
備
促
進
を
粘
り
強
く

要
望
す
る

宮
古
市
議
会
は
、
議
員
発
議
の
「
宮
古

市
食
育
及
び
地
産
地
消
の
推
進
基
本
条

例
」
を
全
会
一
致
で
可
決
し
て
い
る
。
条
例
制

定
を
受
け
、
宮
古
市
総
合
計
画
の
中
に
地
産
地

消
推
進
計
画
を
策
定
し
、
各
種
事
業
を
実
施
す

る
と
明
記
さ
れ
て
い
る
が
、
計
画
が
策
定
さ
れ

公
表
さ
れ
た
の
か
。
未
公
表
で
あ
る
な
ら
ば
早

急
に
公
表
し
、
市
民
が
一
体
と
な
っ
た
地
産
地

消
運
動
を
展
開
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

山
本
市
長

平
成
22
年
８
月
に
地
産
地
消
推
進
計
画

策
定
委
員
会
を
設
置
し
、
取
り
ま
と
め
ら
れ
た

計
画
案
を
平
成
23
年
１
月
に
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
を
実
施
し
た
。
し
か
し
、
東
日
本
大
震
災

が
発
生
し
状
況
が
変
化
し
た
こ
と
に
よ
り
見
直

し
が
必
要
と
な
り
、
公
表
に
至
っ
て
い
な
い
。

同
計
画
は
市
・
生
産
者
等
・
市
民
が
一
体
と

な
っ
て
地
産
地
消
を
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
推

進
す
る
た
め
の
指
針
で
あ
り
、
平
成
26
年
度
の

策
定
に
向
け
取
り
組
む
。

■
学
校
給
食
の
市
内
産
食
材
状
況
は

宮
古
市
は
平
成
22
年
度
よ
り
学
校
給
食

の
セ
ン
タ
ー
方
式
を
採
用
し
て
い
る
が
、

平
成
24
年
度
の
市
内
産
食
材
使
用
率
は
何
％

か
。
平
成
27
年
度
に
使
用
率
30
％
と
す
る
目
標

で
あ
る
が
、
達
成
の
見
込
み
は
ど
う
か
。
生
産

者
の
顔
が
子
供
た
ち
に
見
え
る
こ
と
で
食
育
効

果
を
高
め
る
が
、
実
現
さ
れ
て
い
る
の
か
。

佐
藤
教
育
部
長

平
成
24
年
度
の
全
食
材
に
占
め
る
宮
古

産
食
材
の
割
合
は
18
・
９
％
で
、
米
は
市
内
産

減
農
薬
米
を
使
用
し
始
め
た
。
宮
古
市
食
育
推

進
計
画
で
30
％
目
標
と
定
め
て
い
る
が
、
時
期

的
に
生
産
で
き
な
い
食
材
や
数
量
確
保
な
ど
の

課
題
が
あ
る
。
関
係
者
の
方
々
と
連
携
し
実
現

し
た
い
。
食
育
に
つ
い
て
は
、
栄
養
教
諭
が
随

時
食
の
指
導
を
行
っ
て
い
る
が
、
生
産
者
と
子

供
た
ち
が
一
緒
に
食
べ
る
機
会
は
設
け
ら
れ
て

い
な
い
。
今
後
、
そ
の
よ
う
な
事
業
を
市
独
自

で
取
り
組
む
こ
と
も
検
討
し
て
い
く
。

質問答弁質問答弁

問

問

答

答

佐々木 勝 議員

賑わいをみせる「なあど産直」改良が望まれる国道340号

藤原 光昭 議員

一
般
質
問
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①
国
保
・
介
護
保
険
な
ど
の
一
部
負
担

金
の
免
除
が
今
年
12
月
で
終
わ
り
に
な
る

が
、
続
け
る
考
え
は
。
②
市
単
独
で
続
け
る
と

財
源
は
ど
の
程
度
か
。
③
被
災
者
支
援
の
た
め

国
や
県
に
強
力
に
働
き
か
け
る
べ
き
だ
が
。
④

災
害
公
営
住
宅
の
「
家
賃
が
高
い
」
の
声
が
あ

る
。
福
島
県
い
わ
き
市
で
は
３
年
間
半
額
に
な

る
。
本
市
で
も
見
習
う
べ
き
だ
が
。
⑤
災
害
公

営
住
宅
の
建
設
費
・
諸
経
費
と
家
賃
収
入
の
見

込
み
は
ど
う
か
。

山
本
市
長

①
国
・
県
と
の
連
携
を
密
に
し
て
、動

向
を
注
視
し
て
い
る
。
②
７
億
８
４
０
０
万
円

の
負
担
が
生
じ
る
。
③
被
災
者
の
健
康
を
守
る

た
め
免
除
延
長
を
強
く
働
き
か
け
て
い
く
。
④

国
の
低
廉
化
事
業
に
よ
り
、
５
年
間
は
４
分
の

３
が
国
か
ら
市
へ
補
助
さ
れ
、
６
年
目
か
ら
20

年
目
ま
で
は
３
分
の
２
が
補
助
さ
れ
、
家
賃
が

最
低
額
の
世
帯
の
う
ち
収
入
が
少
な
い
と
認
定

さ
れ
れ
ば
国
の
「
特
別
家
賃
低
減
事
業
」
が
あ

り
、
こ
れ
ら
の
制
度
の
活
用
で
収
入
が
少
な

く
て
も
安
心
し
て
入
居
で
き
る
も
の
と
考
え

る
。
⑤
９
月
に
入
札
を
行
う
「
高
浜
災
害
公

営
住
宅
」
の
例
で
は
２
億
２
８
１
万
７
千
円

の
予
算
で
、
家
賃
は
２
Ｄ
Ｋ
で
２
万
２
千
か

ら
５
万
９
千
円
、
３
Ｄ
Ｋ
で
２
万
６
千
か
ら

６
万
９
千
円
程
度
と
考
る
。
全
体
の
家
賃
収
入

額
は
、
入
居
見
込
み
者
の
収
入
状
況
な
ど
勘
案

し
な
が
ら
試
算
す
る
。

■
公
契
約
条
例
の
制
定
を

労
働
者
の
待
遇
改
善
労
働
力
の
確
保
、

地
域
経
済
活
性
化
の
た
め
「
公
契
約
条

例
」
の
制
定
が
必
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

坂
下
総
務
企
画
部
長

公
契
約
条
例
導
入
自
治
体
の
状
況
を
把

握
す
る
と
共
に
、
国
や
県
及
び
他
の
自
治
体
の

動
向
を
注
視
し
な
が
ら
研
究
し
て
い
く
。

医
療
費
や
介
護
保
険
の

免
除
延
長
を

国
・
県
に
強
く

働
き
か
け
て
行
く

現
在
の
和
井
内
工
区
は
Ｈ
28
年
度
で
完

了
だ
、し
か
し
清
水
～
岩
泉
間
は
ま
だ
整
備

計
画
路
線
に
も
な
い
状
態
だ
。岩
泉
線
の
運
行
も

困
難
が
予
想
さ
れ
る
な
か
早
急
な
整
備
改
良
を

望
む
、今
後
の
強
力
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

髙
峯
都
市
整
備
部
長

岩
泉
町
に
通
じ
る
和
井
内
工
区
の
延
長

に
よ
る
早
期
の
道
路
改
良
及
び
押
角
ト
ン
ネ
ル

の
事
業
化
が
図
ら
れ
る
よ
う
岩
泉
町
、
沿
線
自

治
体
と
協
力
を
図
り
な
が
ら
粘
り
強
く
要
望
活

動
を
実
施
す
る
。

■
Ｊ
Ｒ
岩
泉
線
の
対
応
は
ど
の
よ
う
か

Ｊ
Ｒ
は
岩
泉
線
復
旧
断
念
を
正
式
に
提

案
さ
れ
た
が
ど
う
受
け
止
め
る
か
、
昭
和

60
年
に
廃
止
対
象
路
線
か
ら
除
外
さ
れ
た
経
緯

を
ふ
ま
え
、
安
全
な
代
替
道
路
が
確
保
さ
れ
る

ま
で
は
Ｊ
Ｒ
も
責
任
が
あ
る
。
今
の
状
態
が
続

く
の
で
あ
れ
ば
利
用
者
の
利
便
性
を
考
え
、
条

件
交
渉
の
協
議
を
す
る
こ
と
で
前
進
さ
せ
る
べ

き
だ
が
当
局
の
対
応
に
つ
い
て
伺
う
。

山
本
市
長

押
角
峠
は
当
時
の
状
況
と
大
差
な
く
、

岩
泉
線
の
代
替
道
路
と
な
り
得
な
い
こ
と
か
ら

一
貫
し
て
早
期
復
旧
を
要
望
し
て
い
く
。
Ｊ
Ｒ

か
ら
の
復
旧
断
念
の
意
向
が
示
さ
れ
た
こ
と
は

誠
に
遺
憾
だ
。
こ
の
状
況
が
今
後
も
続
く
こ
と

は
望
ま
し
い
こ
と
で
は
な
い
。
代
替
交
通
の
利

便
性
を
向
上
さ
せ
る
観
点
か
ら
Ｊ
Ｒ
の
提
案
に

つ
い
て
、
国
道
が
密
接
に
関
係
す
る
の
で
岩
手

県
、
岩
泉
町
と
供
に
内
容
を
協
議
す
る
。

■
復
興
事
業
の
遅
れ
を
懸
念

昨
年
に
も
増
し
て
相
当
量
の
工
事
が
予

定
さ
れ
て
い
る
今
年
度
の
復
興
事
業
進
捗

状
況
と
今
後
の
課
題
は
、
ま
た
災
害
廃
棄
物
処

理
の
状
況
と
復
興
へ
の
影
響
は
。

坂
下
総
務
企
画
部
長

復
興
事
業
が
本
格
化
す
る
中
、
受
注
す

る
側
の
技
術
者
や
資
材
、
人
手
不
足
、
入
札
不

調
も
出
て
い
る
。
今
後
競
争
入
札
参
加
者
の
基

準
緩
和
を
検
討
し
事
業
に
遅
れ
が
生
じ
な
い
様

努
め
る
。
災
害
廃
棄
物
処
理
も
年
度
内
完
了
、

復
興
事
業
の
影
響
な
い
。

質問答弁

答

答

問

問

問

問

答

答

答

問

﨑尾 誠 議員

免除の延長が望まれる

一
般
質
問
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議
会
リ
ポ
ー
ト

委
員
会
リ
ポ
ー
ト
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イ
ン
タ
ー
ハ
イ
ヨ
ッ
ト
競
技
の

栄
冠
に
対
す
る
顕
彰
は

宮
古
市
市
民
奨
励
賞
と
し
て

顕
彰
す
る

区
界
地
域
の
ゲ
リ
ラ
豪
雨
時
の

危
険
告
知
等
は

消
防
団
等
に
よ
り
対
応

北
部
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
で
行
わ
れ
た
イ
ン

タ
ー
ハ
イ
ヨ
ッ
ト
競
技
で
、宮
古
高
校
と

宮
古
商
業
の
女
子
チ
ー
ム
が
優
勝
、準
優
勝
の
栄

冠
を
勝
ち
取
っ
た
。被
災
し
て
か
ら
２
年
５
ヶ
月

余
、大
き
な
ハ
ン
デ
ィ
を
負
い
な
が
ら
も
活
躍
し

て
く
れ
た
こ
と
は
、被
災
地
に
大
き
な
希
望
と
元

気
を
与
え
て
く
れ
た
。こ
の
活
躍
に
対
す
る
顕
彰

等
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
伺
う
。

佐
藤
教
育
部
長

震
災
直
後
の
練
習
環
境
が
整
わ
な
い
中

に
あ
り
な
が
ら
も
、
練
習
を
始
め
た
選
手
の
皆

さ
ん
、
指
導
に
あ
た
ら
れ
た
関
係
者
の
皆
様

に
、
心
か
ら
お
祝
い
申
し
上
げ
た
い
。
こ
の
活

躍
に
対
す
る
顕
彰
に
つ
い
て
は
、
市
の
顕
彰
制

度
で
あ
る
「
宮
古
市
市
民
奨
励
賞
」
に
値
す
る

も
の
と
考
え
て
い
る
。

■
郷
土
芸
能
団
体
へ
の
支
援
体
制
は

宮
古
市
内
に
は
数
多
く
の
郷
土
芸
能
が

存
在
す
る
。震
災
に
よ
っ
て
、こ
の
文
化
が

廃
れ
始
め
て
い
な
い
か
懸
念
す
る
。保
存
会
活
動

へ
支
援
等
ど
の
よ
う
な
状
況
に
あ
る
の
か
伺
う
。

佐
藤
教
育
部
長

平
成
22
年
度
よ
り
民
俗
芸
能
伝
承
活
動
費

補
助
事
業
と
し
て
年
間
３
団
体
に
対
し
、１
団
体

あ
た
り
25
万
円
の
補
助
金
を
交
付
。郷
土
芸
能
育

成
事
業
と
し
て
各
保
存
団
体
、保
存
活
動
を
行
っ

て
い
る
小
・
中
学
校
に
対
し
年
間
25
団
体
を
上
限

に
１
団
体
あ
た
り
10
万
円
の
助
成
を
行
っ
て
い

る
。被
災
し
た
津
軽
石
地
区
の
法
の
脇
獅
子
舞
に

は
保
存
会
立
て
直
し
の
目
途
が
つ
き
次
第
、支
援

を
行
う
。津
軽
石
中
で
は
そ
の
獅
子
舞
を
保
存
会

か
ら
指
導
を
受
け
伝
承
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

■
水
門
・
防
潮
堤
整
備
の
見
直
し
の
余
地
は
な
い
か

　
水
門
、
防
潮
堤
整
備
が
計
画
よ
り
遅
れ
て

い
る
。
こ
の
整
備
へ
の
違
和
感
は
今
も
く
す

ぶ
っ
て
い
る
。果
た
し
て
整
備
を
こ
の
ま
ま
進
め
て

も
い
い
も
の
か
。遅
れ
を
契
機
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の

み
に
頼
ら
な
い
整
備
の
検
討
の
余
地
は
な
い
か
。

山
本
市
長

指
摘
の
通
り
１
年
か
ら
２
年
遅
れ
る
見

込
み
だ
。
市
と
し
て
は
安
全
度
の
確
保
を
図
る

施
工
方
法
の
採
用
、
用
地
取
得
の
迅
速
化
等
に

よ
る
工
期
短
縮
を
県
に
強
く
要
望
す
る
。

質問答弁質問答弁

問

問

問

答

答

答

橋本 久夫 議員

全国の頂点に立った宮古のヨットゲリラ豪雨により流出した農地

古舘 章秀 議員
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市
庁
舎
の
移
転
整
備
が
、
Ｊ
Ｒ
宮
古
駅

南
側
（
駅
裏
）
の
Ｊ
Ｒ
所
有
地
を
移
転
候

補
地
と
し
て
検
討
さ
れ
て
い
る
。
市
庁
舎
建
設

に
必
要
な
用
地
、
面
積
が
確
保
で
き
る
見
込
み

な
の
か
、
そ
の
見
通
し
を
伺
う
。
ま
た
、
必
要

な
用
地
確
保
が
で
き
る
と
判
断
さ
れ
た
場
合
に

は
、
庁
舎
建
設
の
整
備
手
法
、
庁
舎
機
能
の
あ

り
方
、
財
源
の
確
保
、
建
設
に
向
け
た
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
等
の
検
討
が
今
後
進
め
ら
れ
る
こ
と

に
な
る
。
市
民
や
議
会
と
の
議
論
を
含
め
、
今

後
の
具
体
的
検
討
の
進
め
方
に
つ
い
て
市
の
考

え
方
を
伺
う
。

山
本
市
長

必
要
な
用
地
の
確
保
に
つ
い
て
は
、
国

の
復
興
交
付
金
を
活
用
し
１
・
８
ヘ
ク
タ
ー
ル

程
度
の
用
地
を
買
収
す
る
予
定
で
あ
る
。
予
定

地
の
大
部
分
を
所
有
す
る
Ｊ
Ｒ
東
日
本
に
、
予

定
地
内
の
施
設
の
移
転
や
集
約
を
含
め
、
基
本

的
に
は
協
力
い
た
だ
け
る
も
の
と
考
え
て
い

る
。
市
庁
舎
建
設
の
整
備
手
法
や
機
能
及
び
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
に
つ
い
て
は
、
都
市
計
画
決
定

に
向
け
た
事
業
区
域
の
決
定
と
復
興
交
付
金
の

申
請
協
議
を
行
い
、
用
地
取
得
の
交
渉
や
整
備

施
設
の
機
能
と
財
源
の
確
保
の
協
議
、
調
査
を

行
い
、
津
波
復
興
拠
点
の
基
本
指
針
を
策
定
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。
事
業
に
あ
た
っ
て
は
、

市
民
参
画
に
よ
る
意
見
聴
取
に
努
め
る
。

■
山
田
線
復
旧
の
目
標
年
次
を
示
せ

Ｊ
Ｒ
は
未
だ
に
Ｊ
Ｒ
山
田
線
の
復
旧
方

針
を
明
確
に
示
し
て
い
な
い
。
線
路
か
さ

上
げ
を
必
要
と
す
る
復
興
ま
ち
づ
く
り
計
画
に

遅
れ
が
出
る
こ
と
を
懸
念
す
る
。
ま
ち
づ
く
り

に
遅
れ
を
生
じ
さ
せ
な
い
た
め
に
は
、
山
田
線

の
鉄
路
復
旧
が
ど
の
年
度
、
時
期
ま
で
必
要
に

な
る
と
考
え
て
い
る
の
か
。
鉄
路
復
旧
の
具
体

的
な
目
標
年
次
を
示
せ
。

坂
下
総
務
企
画
部
長

Ｊ
Ｒ
の
復
旧
決
断
の
遅
れ
が
ま
ち
づ
く

り
事
業
の
遅
れ
に
つ
な
が
る
と
認
識
す
る
。
復

興
交
付
金
事
業
で
整
備
す
る
た
め
に
は
、
平
成

27
年
度
中
の
事
業
着
手
が
必
要
と
な
る
。

市
庁
舎
移
転
用
地
の

確
保
の
見
通
し
は

１
・
８
ha
程
度
の
用
地
を

買
収
予
定

①
７
月
15
日
、
閉
伊
川
源
流
の
区
界
地

域
が
ゲ
リ
ラ
豪
雨
と
な
り
、
高
原
野
菜
農

地
が
流
さ
れ
濁
流
と
な
っ
て
住
宅
を
直
撃
、
更

に
閉
伊
川
が
氾
濫
し
て
住
宅
が
浸
水
す
る
な
ど

市
民
が
大
変
危
険
な
状
態
と
な
っ
た
。
区
画
地

区
が
ゲ
リ
ラ
豪
雨
に
よ
る
洪
水
等
が
迫
っ
て
い

る
こ
と
を
流
域
市
民
に
緊
急
伝
達
さ
れ
な
か
っ

た
の
で
は
。
ま
た
、
下
流
域
の
市
民
・
釣
り
人

に
対
し
て
は
、
危
険
情
報
を
ど
の
よ
う
に
注
意

等
、安
全
対
策
を
と
っ
た
か
。
②
気
象
庁
で「
特

別
警
報
」の
運
用
を
開
始
し
た
が
当
市
で
は「
特

別
警
報
」
が
発
令
さ
れ
た
場
合
、
緊
急
を
要
す

る
注
意
喚
起
を
ど
の
よ
う
に
行
う
か
。

山
本
市
長

①
区
界
地
区
ゲ
リ
ラ
豪
雨
の
市
の
対
応

は
14
時
、
災
害
警
戒
本
部
を
設
置
、
地
元
消
防

団
等
が
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
で
災
害
対
応
し
た
。

対
応
に
遅
れ
が
あ
っ
た
が
家
屋
等
へ
の
浸
水
等

応
急
対
応
に
あ
た
っ
た
。
閉
伊
川
下
流
域
へ
は

短
時
間
の
豪
雨
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
注
意
喚
起

は
行
わ
な
か
っ
た
。
②
大
雨
特
別
警
報
な
ど
が

発
表
さ
れ
た
と
き
は
、
防
災
行
政
無
線
で
市
民

に
伝
え
、
事
態
が
非
常
に
危
険
な
状
況
に
あ

り
、最
大
限
の
警
戒
を
行
う
よ
う
呼
び
か
け
る
。

■
中
学
生
の
「
ネ
ッ
ト
依
存
」
対
策
を

中
学
生
等
に
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
依

存
」
が
広
が
っ
て
い
る
と
の
新
聞
報
道
が

あ
っ
た
。
こ
の
依
存
症
に
な
る
と
情
緒
不
安
定

に
な
り
、
生
活
に
影
響
が
で
る
と
の
こ
と
。
市

内
の
中
学
生
が
重
症
に
な
ら
な
い
よ
う
に
実
態

を
把
握
し
、
早
期
の
対
策
を
講
ず
る
べ
き
と
思

う
が
。

伊
藤
教
育
長

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
不
適
切
な
利
用
が

予
想
さ
れ
る
場
合
に
は
、
各
学
校
に
情
報
教
育

指
導
の
充
実
を
図
り
、
児
童
・
生
徒
が
適
切
に

情
報
機
器
を
活
用
で
き
る
環
境
構
築
に
努
め

る
。

質問答弁

答

答

問

問

問

問

答

答

竹花 邦彦 議員

市役所庁舎移転候補予定地の
ＪＲ所有宮古駅南側用地

一
般
質
問
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総
務
分
科
会

　
　
　
９
月
25
日

　
　
会 

長
　
加
　
藤
　
俊
　
郎

◆�

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
健
診
の
要
精

査
者
が
66
人
で
精
神
的
に
疲
れ

て
い
る
人
が
多
い
の
で
は
。

○�

震
災
以
前
か
ら
増
加
傾
向
に
あ

る
。
震
災
後
は
特
に
検
診
に
力

を
入
れ
て
い
る
。

◆�
定
期
バ
ス
路
線
と
生
活
交
通
バ

ス
路
線
と
補
助
し
て
い
る
が
、

基
準
は
な
に
か
。

○�

定
期
バ
ス
路
線
は
赤
字
を
補
て

ん
す
る
た
め
、
生
活
バ
ス
路
線

も
同
様
だ
が
予
算
の
範
囲
内
と

な
る
。

◆�

被
災
地
復
興
モ
デ
ル
実
証
調
査

等
業
務
の
具
体
的
内
容
は
。

○�

総
務
省
の
交
付
金
で
行
っ
た
事

業
で
、
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
に
委
託
し
、
ワ
カ

メ
、
オ
キ
ア
ミ
等
の
料
理
へ
の

活
用
の
基
礎
調
査
を
行
っ
た
。

◆�

公
共
施
設
再
配
置
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
は
。

○�

24
年
度
に
基
本
方
針
を
策
定
し

た
。
対
象
５
１
３
施
設
と
し
て

26
年
度
に
基
本
計
画
を
策
定
し

た
い
。

◆�

地
域
自
治
区
条
例
の
期
限
は
。

ま
た
、
協
議
会
や
創
造
基
金
は

ど
う
な
る
の
か
。

○�

宮
古
、
田
老
、
新
里
の
合
併
時

に
10
年
間
と
し
条
例
に
規
定
し

た
。
条
例
が
基
本
で
階
層
的
に

協
議
会
、
創
造
基
金
が
あ
る
。

条
例
が
な
い
の
に
協
議
会
や
基

金
が
残
る
も
の
と
は
考
え
て
い

な
い
。

◆�

津
波
遺
産
の
対
象
は
、
た
ろ
う

観
光
ホ
テ
ル
か
。
ま
た
、
そ
の

保
存
方
法
は
。

○�

復
興
交
付
金
採
択
後
は
、
市
が

取
得
し
て
保
存
工
事
を
す
る
。

そ
の
後
公
開
す
る
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
が
考
え
ら
れ
る
。

◆�

ブ
ル
ー
チ
ャ
レ
ン
ジ
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
設
備
に
30
億
円
か
か
る

が
、
採
算
が
と
れ
る
の
か
。
補

助
金
が
な
い
場
合
は
ど
う
な
る

の
か
。

○�

本
市
で
は
産
業
振
興
の
中
心
と

考
え
る
。
復
興
交
付
金
を
考
え

る
が
、
他
省
庁
の
国
庫
補
助
及

び
民
間
資
金
も
検
討
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

◆�

防
火
水
槽
等
、
水
利
の
地
域
格

差
は
な
い
の
か
。

○�

総
合
計
画
に
基
づ
き
、
地
域
差

に
は
配
慮
し
て
設
置
し
て
い

る
。

◆�

防
災
行
政
無
線
設
置
後
の
検
証

は
し
て
い
る
の
か
。

○�

機
器
で
測
定
し
て
検
証
は
し
て

い
る
が
、
聞
き
に
く
い
と
の
声

も
あ
り
、
現
地
に
出
向
き
検
証

し
対
応
し
て
い
る
。

◆�

防
災
士
養
成
研
修
講
座
は
今
後

も
続
け
て
い
く
の
か
。

○�

復
興
交
付
金
事
業
で
実
施
し
て

い
る
。
４
年
間
は
継
続
し
て
行

う
。

◆�

職
員
相
互
の
仕
事
の
チ
ェ
ッ
ク

機
能
が
弱
く
な
っ
て
い
る
の
で

は
な
い
か
。
特
に
も
若
手
職
員

の
研
鑽
に
つ
い
て
ど
う
考
え
る

か
。

○�

新
採
用
職
員
に
Ｏ
Ｊ
Ｔ
研
修
を

取
り
入
れ
て
い
る
。
目
標
を
立

て
、
進
捗
状
況
を
確
認
す
る
シ

ス
テ
ム
で
あ
る
。

◆�

東
日
本
記
憶
伝
承
事
業
の
事
業

内
容
お
よ
び
事
業
年
度
は
。

○�

平
成
24
年
度
か
ら
31
年
度
ま
で

の
事
業
で
補
助
は
27
年
度
ま
で

と
な
る
。
第
１
巻
を
今
年
度
発

行
。
第
２
巻
を
27
年
度
、
第
３

巻
を
30
年
度
に
発
行
す
る
計
画

で
あ
る
。

◆�
私
の
提
言
で
63
件
の
提
言
が

あ
っ
た
が
、
そ
の
内
容
は
。

○�

震
災
対
応
な
ど
多
岐
に
わ
た
る

内
容
で
は
あ
る
が
、
基
本
的
に

復
興
の
途
上
で
あ
る
こ
と
が
伺

え
る
内
容
で
あ
る
。

◆�

川
井
地
区
の
投
票
区
の
統
合
な

ど
見
直
し
を
行
っ
た
が
、
投
票

率
に
影
響
が
あ
っ
た
か
。

○�

統
合
後
初
の
選
挙
と
な
る
衆
院

選
で
は
、投
票
率
は
低
下
し
た
。

教
育
民
生
分
科
会

　
　
　
９
月
26
日

会 

長
　
長
　
門
　
孝
　
則
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◆�

行
政
連
絡
員
は
１
人
で
何
世
帯

受
け
持
っ
て
い
る
か
。

○�

６
～
３
０
０
世
帯
ぐ
ら
い
と

な
っ
て
い
る
。

◆�

自
治
組
織
の
で
き
て
い
な
い
地

区
は
。

○�

被
災
後
、
仮
設
で
も
希
望
が
あ

る
と
こ
ろ
で
は
組
織
が
立
ち
上

が
っ
て
い
る
。

◆�
義
援
金
交
付
状
況
は
。

○�
99
％
交
付
済
。
現
在
の
残
金
は

１
億
円
ほ
ど
。

◆�

被
災
者
相
談
会
開
催
場
所
は
ど

こ
か
。
各
地
区
に
出
向
い
て
の

開
催
予
定
は
。

○�

市
役
所
で
開
催
し
た
。
当
初
は

出
向
い
て
の
開
催
だ
っ
た
が
、

相
談
者
が
少
な
か
っ
た
。

◆�

交
通
災
害
共
済
へ
の
加
入
者
が

倍
増
し
た
よ
う
だ
が
。

○�

震
災
後
、
生
活
が
安
定
し
て
き

た
の
で
加
入
者
が
増
え
た
と
考

え
ら
れ
る
。

◆�

民
生
委
員
の
仕
事
の
内
容
は
。

○�

相
談
を
受
け
、
関
係
部
署
へ
の

橋
渡
し
を
す
る
役
割
。

◆�

被
災
者
す
ま
い
の
再
建
促
進
事

業
は
、
建
設
契
約
の
段
階
で
補

助
の
申
請
が
で
き
な
い
か
。

○�

建
設
契
約
の
段
階
で
申
請
可

能
。

◆�

災
害
時
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ

く
り
推
進
事
業
は
、
う
ま
く
機

能
し
て
い
な
い
よ
う
に
見
え
る

が
。

○�

震
災
後
、
法
改
正
も
あ
り
現
在

検
討
し
て
い
る
。

◆�

シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
と
寡
婦
の
医

療
給
付
に
係
る
違
い
は
。

○�

医
療
費
、
保
育
料
に
つ
い
て
も

違
い
は
な
い
。

◆�

母
子
福
祉
資
金
貸
付
事
業
の
内

容
は
。

○�

県
補
助
事
業
で
あ
る
。
毎
年
２

件
く
ら
い
申
請
が
あ
る
。

◆�

被
災
に
よ
る
保
育
所
の
移
転

は
。

○�
田
老
、
津
軽
石
は
移
転
予
定
。

今
後
は
統
合
も
視
野
に
入
れ

る
。

◆�

保
育
所
な
ど
定
員
に
合
わ
せ
た

職
員
配
置
に
な
っ
て
い
る
か
。

○�

配
置
基
準
に
合
わ
せ
て
い
る
の

で
、
定
員
は
関
係
な
い
。

◆�

保
育
士
不
足
の
対
策
と
応
募
が

な
い
理
由
を
ど
う
考
え
る
か
。

○�

資
格
者
は
、内
陸
、首
都
圏
に
目

が
向
い
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

◆�

園
児
送
迎
バ
ス
運
行
の
財
源
及

び
今
後
は
ど
う
か
。

○�

運
行
予
算
は
市
単
独
。
今
後
も

予
算
が
つ
け
ば
同
様
に
行
う
。

◆�

さ
わ
や
か
検
診
は
ど
う
い
っ
た

も
の
か
。

○�

16
～
39
歳
の
す
べ
て
の
市
民
を

対
象
に
成
人
病
予
防
と
合
わ
せ

行
う
も
の
。

◆�

食
育
推
進
事
業
の
保
健
推
進
委

員
と
の
連
携
は
。

○�

約
50
人
の
保
健
推
進
委
員
が
食

改
協
に
加
入
し
て
お
り
、
食
改

協
と
連
携
の
も
と
に
進
め
て
い

る
。

◆�

ご
み
減
量
化
対
策
事
業
の
状
況

は
。

○�

生
ご
み
の
水
分
量
減
少
及
び
過

剰
包
装
を
し
な
い
な
ど
総
量
は

減
っ
て
い
る
。

◆�

消
費
者
救
済
資
金
貸
付
制
度
の

状
況
は
。

○�

震
災
前
後
で
変
わ
り
は
な
く
、

順
調
に
ま
わ
し
て
い
る
。

◆�

育
英
事
業
で
再
募
集
が
あ
っ
た

よ
う
だ
が
、
利
用
の
状
況
は
。

○�

１
回
目
の
募
集
で
予
定
数
に
達

し
な
か
っ
た
の
で
再
募
集
を
し

た
。

◆�

宮
古
市
の
小
中
校
の
い
じ
め
の

状
況
は
。

○�

昨
年
度
実
施
の
調
査
で
は
、

３
６
８
件
で
、
そ
の
う
ち

３
１
５
件
は
す
ぐ
解
決
し
、
そ

の
他
は
事
実
確
認
後
11
月
ま
で

に
す
べ
て
解
消
と
な
っ
た
。

◆�

不
登
校
児
童
生
徒
支
援
事
業
の

事
業
費
が
昨
年
よ
り
増
え
て
い

る
が
。

○�

指
導
員
２
名
に
変
わ
り
な
い

が
、
活
動
日
数
が
増
え
た
。

決
算
審
査
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◆�

子
ど
も
読
書
活
動
支
援
の
寄
附

金
の
内
訳
は
。

○�

１
個
人
、
３
団
体
、
２
Ｐ
Ｔ
Ａ

の
計
６
件
で
あ
る
。

◆�

四
つ
葉
の
学
校
事
業
の
今
後

は
。

○�

今
後
は
、
新
里
地
区
を
例
に
、

そ
の
地
域
に
合
っ
た
形
で
進
め

て
い
き
た
い
。

◆�
市
内
小
中
学
校
の
土
地
は
、
市

所
有
に
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

○�

今
後
、
市
と
市
教
育
委
員
会
で

協
議
し
て
い
き
た
い
。

◆�

学
校
検
診
に
よ
り
見
つ
か
っ
た

病
気
と
そ
の
後
は
。

○�

大
き
な
と
こ
ろ
で
は
、
心
臓
疾

患
８
件
、
尿
蛋
白
な
ど
９
件
。

検
診
結
果
後
、
通
院
し
て
も
ら

う
。
歯
科
に
つ
い
て
は
報
告
を

求
め
る
。

◆�

市
内
全
体
の
地
区
セ
ン
タ
ー
な

ど
の
管
理
運
営
の
状
況
は
。

○�

農
林
施
設
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
集

会
所
等
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の

運
営
と
認
識
し
て
い
る
。
公
共

施
設
再
配
置
の
中
で
検
討
し
て

い
く
。

◆�

放
課
後
子
ど
も
教
室
と
は
。
学

童
の
家
と
の
違
い
は
。

○�

学
童
の
家
が
な
い
地
区
で
放
課

後
の
子
ど
も
の
居
場
所
と
し
て

国
庫
補
助
金
で
運
営
。
学
童
の

家
は
条
例
に
基
づ
い
て
運
営
し

て
い
る
。

◆�

読
み
聞
か
せ
に
つ
い
て
の
調
査

を
し
て
い
る
か
。

○�

学
校
図
書
支
援
員
が
各
校
を
訪

問
し
15
校
に
読
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
な
ど
広
が
り
が
あ
る
。

◆�

旧
宮
古
市
の
学
校
に
は
夜
間
照

明
が
な
い
。
市
全
体
で
一
体
感

を
持
っ
て
運
営
す
べ
き
で
は
。

○�

現
在
の
不
均
衡
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
か
ら
検
討
し
て
い
く
。

◆�

給
食
セ
ン
タ
ー
の
食
材
費
値
上

げ
に
よ
る
市
の
援
助
は
。

○�

学
校
給
食
法
で
保
護
者
が
負
担

す
る
と
い
う
規
定
に
な
っ
て
い

る
。

経
済
分
科
会

　
　
　
９
月
27
日

�

会 

長
　
横
　
田
　
有
　
平

◆�

放
射
性
物
質
測
定
検
査
29
件
の

審
査
結
果
は
。

○�

29
件
中
５
件
で
11
ベ
ク
レ
ル
か

ら
17
ベ
ク
レ
ル
の
間
で
検
出
さ

れ
、
残
り
は
10
ベ
ク
レ
ル
以
下

の
不
検
出
。

◆�

左
官
科
で
訓
練
を
受
け
た
人
数

は
。

○�

平
成
23
年
は
震
災
の
関
係
で
短

期
訓
練
自
体
は
行
っ
て
い
な

い
。平
成
22
年
は
10
人
が
受
講
。

◆�

リ
ン
ド
ウ
苗
の
補
助
金
に
対
す

る
評
価
は
。

○�

苗
の
購
入
費
に
対
し
て
３
分
の

２
補
助
し
て
い
る
が
。
生
産
面

積
は
伸
び
悩
ん
で
い
る
現
状
。

◆�

学
校
給
食
の
地
元
産
食
材
供
給

量
の
実
績
は
。

○�

地
産
地
消
計
画
が
震
災
で
未
策

定
だ
が
、
そ
の
計
画
で
は
利
用

率
30
％
だ
が
実
績
は
18
・
９
％
。

◆�

廻
来
船
誘
致
は
、
前
年
と
比
べ

て
補
助
金
、
廻
来
船
延
べ
隻

数
、
水
揚
げ
高
と
も
増
加
し
て

い
る
が
要
因
は
何
か
。

○�

船
の
隻
数
の
増
加
、
氷
の
実
績

回
復
に
よ
り
補
助
金
が
増
え

た
。

◆�

宮
古
湾
内
の
震
災
後
の
清
掃
実

績
は
。

○�

全
体
的
に
は
実
施
し
て
い
な

い
。
養
殖
棚
や
定
置
網
の
設
置

の
際
に
部
分
的
に
行
っ
て
い
る

状
況
で
あ
る
。

◆�
ジ
オ
パ
ー
ク
へ
の
誘
客
を
ど
う

考
え
て
い
る
か
。

○�

日
本
で
一
番
大
き
い
ジ
オ
パ
ー

ク
で
あ
る
の
で
、
地
域
間
の
連

携
が
大
切
で
あ
り
津
波
被
害
の

大
小
は
あ
る
が
一
緒
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
。
一
番
大
事
な

の
は
、
ガ
イ
ド
の
養
成
で
あ
る

と
思
っ
て
い
る
。

建
設
分
科
会

　
　
　
９
月
30
日

会 

長
　
藤
　
原
　
光
　
昭

◆�

沿
岸
地
域
津
波
浸
水
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
調
査
業
務
は
。

○�

田
老
地
区
の
２
線
堤
の
外
側
ま

で
終
わ
っ
て
い
る
。

決算審査質疑

決
算
審
査

22

意
見
書
・
請
願

25
年
度
補
正
予
算

一
般
質
問

議
会
リ
ポ
ー
ト

委
員
会
リ
ポ
ー
ト

24
年
度
決
算



◆�

仮
設
住
宅
用
地
を
賃
貸
し
て
い

る
の
は
何
カ
所
か
。
期
間
の
定

め
は
。

○�

用
地
賃
借
は
18
カ
所
。
当
初
２

年
の
無
償
賃
借
だ
が
、
そ
れ
以

降
の
更
新
は
１
年
ご
と
だ
。

◆�

津
波
復
興
拠
点
整
備
事
業
で
、

山
田
線
宮
古
駅
周
辺
は
ど
こ
を

指
す
の
か
。

○�

Ｊ
Ｒ
東
日
本
所
有
の
敷
地
内

だ
。

◆�

震
災
の
際
、
水
の
大
切
さ
を
痛

感
し
た
。
市
内
の
井
戸
水
、
沢

水
の
調
査
を
し
た
の
か
。

○�

個
人
所
有
の
井
戸
水
、
沢
水
の

デ
ー
タ
が
な
い
。

◆�

重
茂
北
部
簡
易
水
道
統
合
整
備

事
業
は
。

○�

平
成
40
年
度
ま
で
の
計
画
だ
。

◆���

街
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
電
球
の
使
用

は
。

○�

新
設
は
す
べ
て
Ｌ
Ｅ
Ｄ
に
移
行

し
て
い
る
。
修
繕
も
随
時
Ｌ
Ｅ

Ｄ
に
切
り
替
え
て
い
る
。

◆�

Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
事
業
を
取
り
入
れ
る

考
え
は
。

○�

今
後
、
検
討
し
た
い
。

◆�

下
大
谷
地
花
輪
線
の
開
業
は
。

○�

平
成
26
年
度
だ
。

◆�

浸
水
対
策
で
田
鎖
地
区
は
何
年

ま
で
か
。

○
平
成
27
年
度
完
成
予
定
だ
。

◆�

公
営
住
宅
９
６
９
戸
の
維
持
管

理
を
９
名
で
し
て
い
る
が
、
今

後
の
予
定
は
。

○�

将
来
１
６
０
０
戸
に
な
る
。
指

定
管
理
の
方
法
も
あ
る
。

特
別
会
計

【
国
民
健
康
保
険
事
業

　
　
　
勘
定
特
別
会
計
】

◆�

国
保
税
の
収
納
率
が
上
が
っ
た

の
は
な
ぜ
か
。

○�

納
税
者
の
所
得
等
が
上
が
っ
た

か
ら
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

【
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
】

◆�

来
年
、
介
護
保
険
事
業
か
ら
、

介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
費
が
は
ず

れ
る
と
聞
い
た
が
。

○�

ま
だ
決
ま
っ
て
い
な
い
が
、
現

段
階
の
情
報
に
よ
る
と
、
財
源

は
そ
の
ま
ま
で
地
域
支
援
事
業

の
中
の
介
護
予
防
事
業
に
移
行

す
る
と
の
こ
と
。

【
魚
市
場
事
業
特
別
会
計
】

◆�

魚
市
場
使
用
料
に
つ
い
て
、

様
々
な
要
因
は
あ
る
と
思
う

が
、
本
来
の
収
支
の
取
れ
る
ラ

イ
ン
ま
で
届
い
て
い
な
い
と
思

う
が
ど
う
か
。

○�

一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
は
、

工
事
費
に
充
当
す
る
分
で
あ

り
、
魚
市
場
会
計
自
体
が
赤
字

の
た
め
一
般
会
計
か
ら
の
持
ち

出
し
に
な
っ
て
い
る
も
の
で
は

な
い
。企

業
会
計

【
水
道
事
業
会
計
】

◆�

水
道
料
金
の
未
収
金
で
、
平
成

22
年
度
の
不
能
欠
損
額
が
約

４
０
０
万
円
と
な
っ
て
い
る

が
、
21
年
度
分
か
。

○�

こ
の
部
分
は
償
却
賦
課
を
し
た

分
が
２
年
経
過
で
企
業
会
計
で

は
、
簿
外
管
理
と
な
り
債
権
管

理
さ
れ
る
。
水
道
料
金
は
、
債

権
放
棄
の
発
想
が
な
い
の
で
時

効
の
援
用
が
な
い
限
り
簿
外
で

管
理
し
、
入
金
が
あ
っ
た
ら
雑

入
で
会
計
処
理
し
て
い
る
。

【
下
水
道
事
業
会
計
】

◆�

宮
古
中
継
ポ
ン
プ
場
は
、
な
ぜ

稼
働
し
て
い
な
い
の
か
。

○�

除
塵
器
は
24
年
度
に
交
換
し
た

が
、
付
属
す
る
ポ
ン
プ
を
修
理

中
で
あ
る
。

◆�

浄
化
セ
ン
タ
ー
の
脱
水
機
も
稼

働
し
て
い
な
い
の
か
。

○�

脱
水
機
は
２
台
あ
り
、
今
は
遠

心
脱
水
機
を
使
用
し
て
い
る
。

23
年
度
に
設
置
し
た
回
転
加
圧

脱
水
機
は
調
整
中
で
あ
る
。

決算審査質疑

※ ESCO事業とは：エナジー・サービス・カンパニー（Energy Service Company）の頭文字を取って「エスコ」と読みます。
	 �省エネルギーに関する包括的なサービスを提供し、お客様の利益と地球環境の保全に貢献するビジネスで、省エネルギー効果の保

証等によりお客様の省エネルギー効果（メリット）の一部を報酬として受取ります。

決
算
審
査

23

議
会
リ
ポ
ー
ト

委
員
会
リ
ポ
ー
ト

意
見
書
・
請
願

25
年
度
補
正
予
算

一
般
質
問

24
年
度
決
算



宮
古
港
開
港
４
０
０
周
年

記
念
事
業
企
画
に

市
民
の
参
加
を

閉
伊
川
水
門
完
成
ま
で
の
工
期
遅
れ
る

中
心
市
街
地

復
興
拠
点
の
中
核
施
設
に

市
庁
舎
の
整
備
を
検
討

　
９
月
10
日
の
一
般
会
計
補
正
予
算
審

議
で
は
宮
古
港
開
港
４
０
０
周
年
記
念

事
業
企
画
業
務
委
託
料
（
１
６
０
０
万

円
）
を
め
ぐ
り
以
下
の
質
疑
が
あ
り
ま

し
た
。

■
企
画
の
提
案
に
つ
い
て

　
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
に
丸
投
げ
で
は

な
く
、
庁
内
や
関
係
業
界
、
市
民
か

ら
の
提
案
を
重
視
す
べ
き
。

■
事
業
規
模
に
つ
い
て

　
委
託
料
の
根
拠
と
な
る
事
業
規
模

は
２
億
円
枠
の
予
定
で
す
が
、
他
の

事
業
と
の
バ
ラ
ン
ス
や
市
民
の
理
解

が
得
ら
れ
る
適
正
な
内
容
に
す
る
こ

と
。

■
記
念
に
ふ
さ
わ
し
い
港
の
発
展
を

　
南
部
藩
の
海
の
玄
関
口
や
県
内
初

の
重
要
港
湾
指
定
、
北
米
定
期
航
路

の
認
定
な
ど
４
０
０
年
の
歴
史
を
持

つ
一
方
で
、
取
り
扱
い
貨
物
量
の
減

少
が
際
立
つ
。
開
港
記
念
に
ふ
さ
わ

し
い
港
の
発
展
こ
そ
重
要
だ
。

　
市
は
津
波
復
興
拠
点
整
備
事
業
の
具

体
化
と
し
て
J
R
か
ら
１
・
８‌

ha
の
用

地
を
取
得
し
、
市
の
庁
舎
を
移
転
・
整

備
す
る
内
容
を
示
し
ま
し
た
。
現
在
、

Ｊ
Ｒ
な
ど
と
用
地
の
取
得
交
渉
中
で
す

が
、
議
員
か
ら
は
洪
水
時
の
浸
水
地
域

で
あ
る
こ
と
、
隣
接
す
る
道
路
が
狭

く
、
道
路
の
整
備
な
ど
交
通
安
全
上
の

配
慮
が
必
要
に
な
る
こ
と
、
建
設
費
な

ど
財
政
見
通
し
に
つ
い
て
質
問
や
意
見

が
出
ま
し
た
。

　
用
地
購
入
費
は
復
興
交
付
金
、
建
設

費
に
は
合
併
特
例
債
な
ど
を
予
定
し
て

い
ま
す
。
市
に
よ
る
と
庁
舎
だ
け
で
な

く
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
も
整
備
し
、

駅
の
北
側
と
一
体
の
市
街
地
形
成
を
は

か
る
計
画
で
す
。

　
今
後
は
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
な
ど

市
民
参
画
の
手
法
も
取
り
入
れ
ら
れ
ま

す
。

　
県
は
閉
伊
川
の
水
門
整
備
計
画
で
藤

原
地
区
の
地
盤
が
想
定
よ
り
軟
弱
で
基

礎
杭
が
当
初
予
定
の
倍
、
50
ｍ
が
必
要

に
な
る
な
ど
設
計
変
更
で
当
初
予
定
か

ら
２
年
遅
れ
て
完
成
す
る
工
期
の
説
明

を
議
会
に
行
い
ま
し
た
。

　
議
員
か
ら
は
水
門
が
洪
水
時
に
安
全

な
の
か
と
か
、
岸
壁
の
係
留
漁
船
の
避

難
時
の
水
門
開
閉
操
作
に
質
問
が
集
中

し
ま
し
た
。

　
県
は
漁
船
の
航
路
分
は
通
常
の
機
能

を
補
償
し
た
も
の
で
、
津
波
時
の
避
難

は
ケ
ー
ス
バ
イ
ケ
ー
ス
で
対
応
す
る
こ

と
、
震
災
時
に
は
遠
隔
手
動
操
作
を
基

本
に
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
装
置
と
し
て
一
定

規
模
の
震
度
で
自
動
的
に
閉
門
す
る
機

能
整
備
も
検
討
し
て
い
る
と
の
説
明
で

し
た
。
具
体
的
に
は
左
岸
分
か
ら
河
川

の
仮
締
め
切
り
工
事
が
行
わ
れ
る
予
定

で
す
。

議会リポート

検討されている市庁舎移転・整備計画図

工期が遅れることになった閉伊川水門整備

議
会
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ポ
ー
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　宮古市議会の市政調査会では、９月 14、15 日に開か
れた「第２回宮古市復興祭・第 29 回みやこ秋まつり」
の手踊りパレードに参加しました。市政調査会による毎
年の恒例行事で今年も多くの議員が参加。まだ夏の余韻
の残る宮古の街の目抜き通りを踊り歩きました。
　パレードの曲は「大漁お祝い踊り」と「宮古あいや節」
の２曲。手さばきもかろやかに、参加議員は練習の成果
を見事？に披露。１時間に渡るパレードに沿道を埋めた
市民の皆さんから大きな声援を受けました。

　姉妹都市である黒石市・八幡平市との両議会議員研修
会はこのほど、宮古市内で行われました。黒石市との研
修会は 10 月 22 日、同議員 15 人を迎えて講演会を開
催しました。市復興推進課の滝澤肇課長が「宮古市再生
可能エネルギープロジェクトの取り組み」をテーマに講
演。産業振興から環境にやさしい地域社会の構築に向け
た宮古市の計画を紹介しました。10 月 31 日には八幡
平市から 23 人の議員を迎え三陸鉄道に乗車。車中で望
月正彦社長による「三陸鉄道震災から復興の道のり」を
テーマに講演が行われました。来春の全線開通を目指す
同社の取り組みの現状が紹介されました。

　宮古市議会では開かれた議会、情報発信の一環として、
定例会・臨時会の本会議の様子をインターネット上で生
中継及び録画中継映像を配信するための、議会中継シス
テムを準備しています。予定では 26 年３月議会からの
配信となります。現在システム等の工事を進めています
が、これにより市民のみなさまに議会の様子をお伝えす
ることができます。なお、議会一般質問については、「宮
古エフエム放送」（82.6 メガヘルツ）でもこれまで通り
放送を行っていきます。

宮古市政調査会からの報告
みやこ秋まつり手踊りパレードに参加

姉妹都市議会議員と研修会

議会インターネット中継に向けて

議会報告会（意見交換会）を開催します
　宮古市議会では、次のとおり議会
報告会を開催します。
　議員が５班に分かれ、各地区に出
向き、議会での審議や活動状況を報
告しながら、市民の皆さま方と地域
で抱える問題などの意見交換を行い
ます。
　お誘いあわせのうえ、どうぞ最寄
りの会場にお越しください。

日　　時 会　　　　　場 班

11月19日(火)
午後７時から

鍬ヶ崎地区集会所 ODENSE2( ドーム型 ) ２
磯鶏公民館 ５

払川地区会館 ３

重茂公民館 ４
千徳公民館 １

11月20日(水)
午後７時から

崎山公民館 ５
花輪農村文化伝承館 ２

新里福祉センター １

川井保健センター ３

11月21日(木)
午後７時から

宮古市役所６階大ホール ５
グリーンピア三陸みやこ応急仮設住宅集会場

（多目的グラウンド内）
4

11月22日(金)
午後７時から

山口公民館 4

班 氏　　　　　　　名

１ 松 本 尚 美 ・ 須賀原チエ子 ・ 橋 本 久 夫 ・ 中 里 榮 輝 ・ 古 舘 章 秀 ・ 内 舘 勝 則
２ 加 藤 俊 郎 ・ 田 中 　 尚 ・ 中 嶋 　 榮 ・ 伊 藤  　清 ・ 﨑 尾  　誠
３ 長 門 孝 則 ・ 佐々木   勝 ・ 落 合 久 三 ・ 近 江 勝 定 ・ 坂 下 正 明
４ 竹 花 邦 彦 ・ 高屋敷 吉蔵 ・ 坂 本 悦 夫 ・ 横 田 有 平 ・ 髙 橋 秀 正
５ 茂 市 敏 之 ・ 藤 原 光 昭 ・ 工藤 小百合 ・ 北 村  　進 ・ 佐々木 重勝

◆問い合わせ　宮古市議会事務局（TEL：68―9113）

◆出席予定議員
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総務常任委員会
委員長 加藤 俊郎

教育民生常任委員会
委員長 長門 孝則

総務・教育合同委員会

建設常任委員会
委員長 藤原 光昭

経済常任委員会
委員長 横田 有平

６月から９月までの審議内容と活動状況を報告します。

【説明を受けた事項】

○�国家公務員の給与減額支給措置を踏まえ、市の特別職及
び一般職員の給料月額を▲5．0％～▲2．3％、支給額を減
額する件

○�宮古盛岡横断道路整備により発生する工事残土を埋め立
て用土地（区界第２地割）に使用する件

○�国道 340 号立丸トンネル工事により発生する工事残土
の捨て場（小国第１地割）に使用する件

○�市消防第２分団屯所（向町）の施設の災害復旧と配置場
所の移動（向町公用地）する件

○�市住民情報システムの再構築の業務を㈱アイシーエス
（盛岡）に委託する件

○�庁内 LAN システム（基本 OS の終了）を更新するにあ
たり「ハウジング（※）」方式を導入する件

○�「スマートコミュニティ」導入事業の体制や役割に関す
る件

【付託事件審査を行った事項】

意見書　地方税財源の充実確保を求める意見書
　　　　採択すべきものとした。

【説明を受けた事項】

○�鍬ヶ崎公民館復旧のために公益施設用地内に用地を取得
し H27 年度工事、H28 年度の施設利用開始を目指す件

○�津軽石地区文化遺産（盛合家等）活用計画についての件
○�国民健康保険事業勘定特別会計の状況についての件
○�「子ども・子育て関連３法」の成立に伴い、子ども・子

育て会議を設置する件
○�三陸沿岸道予定区域に該当している田老高齢者コミュニ

ティーセンターを早急なる新設が不可能なことから、田
老字小林に移転し仮設で設置する件

【付託事件審査を行った事項】

請願書　被災者の医療費窓口負担の免除継続を求める請願
　　　　採択すべきものとした。
　〃　　公的年金２.５％削減中止を求める請願
　　　　不採択すべきものとした。

【説明を受けた事項】

○�新里診療所の院内処方から隣接した土地に調剤薬局を誘
致し、院外処方とする件

【説明を受けた事項】

○�山口地区の三陸沿岸道路の代替地を山口２丁目の雇用促
進住宅山口宿舎跡地にする件

○�田老・鍬ヶ崎地区の災害公営住宅整備のために復興交付
金事業に事業費を要望した件

○�高浜災害公営住宅建設費が増額された件
○�崎山災害公営住宅の 10 月からの工事着手に向けての工

事予算を要求する件
○�鍬ヶ崎・光岸地地区の区画整備に伴い公共下水道を整備

する件
○�市道赤前線、永田支線の認定・変更に関する件
○�高浜・金浜地区の防災集団移転促進事業に係る高台移転

用地を取得に関する件
○�水道事業の災害復旧事業の全体計画についての件
○�市営佐原団地２号棟と旧佐原団地を４号棟を除き、１～

７号棟まで解体し新２号棟を建設する件

【説明を受けた事項】

○�鍬ヶ崎地区の水産加工施設用地等の整備に関する件
○�市魚市場整備事業の係る売買面積等の確定に伴い財産を

取得する件
○ �7 月 15 日発生の区界地区の集中豪雨被害の概要と農作

物災害対策事業補助金を利用した被災者農家への支援に
ついての件

○�水稲の落等の原因となるカメムシ等の害虫被害に対し品
質向上対策として玄米光選別機導入についての件

○�川井村産業開発公社の解散に伴う財産を市の財産として
寄付を受ける件

【付託事件審査を行った事項】

意見書　若い世代が安心して就労できる環境等の整備を求
　　　　める意見書
　　　　原案可決すべきものとした
　〃　　鳥獣・怪獣被害防止対策の充実を求める意見書
　　　　原案可決すべきものとした
　〃　　森林・林業・木材産業施策の積極的な展開に関す
　　　　る意見書
　　　　原案可決すべきものとした

【意見交換を行った事項】

宮古商工会議所と宮古港の利用促進について意見交換を
行った。

※ハウジングとは：サーバー機を盛岡等の遠隔地に置き、
 	 ネットワークを利用してアクセスする方式。

委員会活動報告リポート
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総務常任委員会

教育民生常任委員会

建設常任委員会

議会運営委員会

○ 視察先　△ 視察目的　□ 報告

鉄道復興対策特別委員会

経済常任委員会

【視察した事項】
○�静岡県浜松市【天竜浜名湖鉄道】
△�ローカル線の利用拡大について。
□�ＪＲ東海道新幹線掛川駅からＪＲ東海道本線新所原まで

の 67.7㎞。Ｓ 62 年３月から第３セクターとして営業。
多くのイベント列車を企画。年間約 150 万人利用（観
光約 70 万、定期利用約 70 万）Ｈ 23 年全線が国の登
録有形文化財に指定。しかし、４億円の収益に６億円の
経費が必要。

○�三重県名張市【ゆめづくり地域予算制度、市及び市議会
のＦａｃｅ　Ｂｏｏｋ利用】

△�若い世代のコミュニティ活動への参加の増大及び市や市
議会への市民の理解の拡大のため。

□�名張市ゆめづくり地域予算制度はＨ 14 年４月に使途自
由なまちづくり活動費の一括交付制度として開始。居住
人口を積算根拠とする交付金と一律 200 万円の協働事
業費・公民館指定管理料で構成。地域住民の連帯意識の
構築や若い世代のコミュニティ活動に期待。
　名張市の広報誌は毎月４回発行。行政からの情報に反
応がないことから、Ｈ 25 年３月に本格運用。双方向性
の情報発信と言える。イベントや観光情報の市外への発
信も可能。市議会では全ての分野で情報を提供している
が反応は少ない。

【視察した事項】
○�長野県飯田市　【ラウンドアバウト】
△�「鍬ヶ崎・光岸地地区」に設置予定のラウンドアバウト

の利用状況について。
□�交差点の中央に円形の中央島を設けた交差点で道路を一

方向に進行する。速度を抑制でき安全性が高まる。信号
による停止が解消され無駄な待ち時間の解消や信号制御
の電気消費が不要になる。信号機の設置費や維持管理の
削減が見込めるが、夜間に歩行者の安全のために街路灯
設置の増が必要になる。災害時や停電時でも機能を発揮
できる。

○�愛知県豊橋市　【まちづくり景観条例】
△�地理的環境が類似している市の景観形成への取り組みに

ついて。
□�Ｈ４年に市民、事業者、行政で協働で景観形成を進める

為に制定。地域でまちづくりに意欲の強い地区を「まち
づくり景観形成地区」に指定。まちづくり団体に資金的
支援を行い他の見本となる工事などを助成。

【視察した事項】
○�岐阜県高山市　【議会改革】
△�市議会の市長への政策提言、市民意見交換会、政策討論

会等の議会改革について
□�市長への政策提言は目的・背景・基本的方向・財政等４

点の見通しを明らかにしてその結果をチェックすること
を条例に盛り込み、責任の重さを自覚させる。意見交換
会はＨ 24 年は地域別に 20 会場、分野別に７回開催。
政策討論会は２日間実施。それぞれの委員会で取りまと
め市長に提言。Ｈ 23 年「障がい者福祉について」など
市政策に反映される。

○�三重県四日市市　【議会運営】
△�通年議会、予算、決算、常任委員会の設置等について
□�通年議会はＨ 23 年５月に導入。定例月議会（６・９・

12・２月）も開催。議員出席日数は大きな変化なし。
通年で調査・研究ができ常任委員会の活性化につなが
る。予算・決算委員会は分科会方式で実施。委員会は１
年任期。

【視察した事項】
○岐阜県池田町　【社会福祉法人　新生会】
△�新たな介護サービス基盤の整備とサービスの向上を図る

ため
□�新生会は特別養護老人ホーム、ディサービスセンター、

訪問介護、医療福祉専門学校等幅広く運営。利用者の「人
間らしく生きる」介護サービスに取り組む。ボランティ
ア登録等で地域に密着した運営で人間の尊厳を尊重して
おり今後の宮古市の介護行政に活かせる。

○�岡山県総社市　【「子育て王国そうじゃ」まちづくり事
業、子ども条例】

△�子どもの健全育成の向上を図るため。
□�「子育て王国そうじゃ」まちづくり事業は 25 の多彩な

事業により楽しみながら子育て出来る市を作り上げてい
る。また、子ども条例は子どもの育ちを支え合い、まち
全体で子どもを育てていこうとの発想から子どもの育成
に関する基本理念や権利の内容を定め、まち全体で子育
てを支えあう仕組みを整え、未来を築くすべての子ども
が家庭、地域から愛され、心豊かに育まれながら健やか
に成長していくことを目的に制定される。

【視察した事項】
○�大船渡市　【ＪＲ大船渡線・ＢＲＴ、三陸鉄道南リアス線】
△�大船渡線のＢＲＴ ( 下船渡～盛間 ) の状況と南リアス線

の復旧状況について
□�東日本大震災で被災し復旧していない線路をバス道とし

て整備し運行。一般道とＢＲＴ専用道路を利用する。Ｊ
Ｒ山田線へのＢＲＴ導入は必要ないと確認。鉄路による
早期復旧を目指すべきとの判断。
　三陸鉄道南リアス線は津波時に防潮堤の役割を果たし
た。来年４月の全線開通に向け順調に復旧工事が進んで
いる。「恋し浜」駅は 83 段の階段があり、高齢者にとっ
て利用しにくく利用者の利便性に配慮が必要。

【視察した事項】
○�新潟県十日町市　【十日町ビジネスコンテスト】
△�市の活性化に若者の力を利用する方策について。
□�大学の無い十日町市の産官学の連携につなげるために大

学生にビジネスコンテストを開催。市の良さや強みを活
かした資源を再発掘するアイデアを競い合い、新ビジネ
スの創造と経済の活性化を目指す。上位３位が市内事業
者とのマッチングでビジネス化を目指す。Ｈ 24 年度は
20 大学 90 チームが参加。

委員会視察報告
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９月定例会を傍聴して
　新里地区の「いきいきセミナー」のひとつの研修とし
て、市議会に関心のある希望者に呼びかけて 12，３名で
毎年９月の市議会を傍聴しております。
　日程と配車の都合で、なかなか新里地区議員の一般質
問を聞く機会に恵まれず、合併して偶然にもやっと８年
目で、お一人の議員さんの質問を拝聴することができま
した。
　まず、議場に入って驚きました。毎年傍聴しておりま
すと、前に座っておられる市長さん、副市長さん方は別
として、各課の部課長さんたちの顔ぶれが若返り、７年
も経てばこのように、定年ということも当たり前のこ
と。と納得して私も席に着きました。
　開会と同時に１番目の議員さんの質問が始まりまし
た。偶然とは思いますが、新里村時代から全議員で関
わってきた国道３４０号の道路問題、そして山崩れ以来
放りっぱなしにされているＪＲ岩泉線の列車開通に向け
ての進捗はいかにと、旧村民全体で見守っている問題に
ついての質問がありました。
　早期に復旧が待ち遠しい限りでございます。それに対
し、各部課長さんは押され気味。答弁はお聞きしても、
ひとつも間違っているとは思いませんでした。
“そのとおり”と、うなずきながらお聞きいたしました。
　生意気な言い方をさせていただくならば、もう少し大
きな声で堂々と張り合っていただきたいと思いました。
　若手職員だった方々も課長席に座っていてうれしく思
いました。この方々の答弁もいつか聞いてみたいものだ
と傍聴席に未練を残し、若い部課長さんたちに、難題山
積みのなか市民をよろしくと拍手を送り、次の機会を待
ちたいと思います。

宮古市蟇目　山口　和子
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見
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て
も
長
い
道

の
り
で
あ
る
。忍
耐
強
く
待
と
う
。

※宮古市議会の定例一般質問は、みやこハーバーラジオ
(82.6メガヘルツ)で放送しています。一般質問の行われた数日後の
午後６時からの録音放送となります。

また インターネットの「サイマルラジオ」
(HYPERLINK"http://tunein.com/radio/Miyako-"http://tunein.
com/radio/Miyako-Disaster-Rel ief-FM-774-s137894/)
でも聴くことができます。どうぞこちらもご利用下さい。

お知らせ
12月定例議会は12月４日
開会予定です。

くわしくは議会事務局

（  　　　　　　　　 ）に
おたずねください。
☎ 68-9113

本議会傍聴者数

９月10日 １名

９月17日 ８名

９月18日 38名

９月19日 ７名

９月20日 30名
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れ
て
い
る
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会
で
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民
の
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の
意
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換
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め

て
、
ご
理
解
と
行
き
届
い
た
市
政
運
営

を
目
指
し
た
広
報
の
充
実
を
図
っ
て
参

り
ま
す
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ユニバーサルデザイン（UD）の考えに基づいた
見やすいデザインの文字を採用しています。

市民の声
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造成工事が進む乙部高台


